
　桜色に染まる岩脇公園で豪快な踊りを披露する「やめら連」は、阪神・淡路大震災の被災地を
励まそうと17年前に結成されたボランティア連です。当時、幼かった連員が青年になり、東日
本大震災の復興支援に参加。「創連の思いにつながる若者がいることが何よりもうれしい」と椀
田連長。喜びを踊りや鳴り物で表現できる阿波踊りは、何歳になってもやめられません。
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平成24年度
一般会計
当初予算

　阿南市財政事情の公表に関する条例第２条の規定に基づき、平成23年度及び平成
24年度に係る財政事情を公表します。　平成24年４月１日　阿南市長　岩浅　嘉仁
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市税
143億
4,620万円
（39.6％）

市債
57億9,390万円
　　　　（16.0％）

地方交付税
34億8,000万円
（9.6％）
県支出金
15億8,642万円
（4.4％）

国庫支出金
56億7,511万円
　　　（15.6％）

繰入金 
20億3,888万円（5.6％）

その他
自主財源 20億5,993万円
　　　　　　　　（5.7％）

その他依存財源
12億6,756万円

（3.5％）

歳入
362億
4,800万円

自
主
財
源
　
50・９
％

依
存
財
源
　
49・１
％

■その他依存財源の内訳
地方譲与税 3億4,000万円 
利子割交付金 3,500万円 
配当割交付金 3,000万円 
株式等譲渡所得割交付金 800万円 
地方消費税交付金 7億1,000万円 
ゴルフ場利用税交付金 3,100万円 
自動車取得税交付金 7,000万円 
国有提供施設等所在市町村助成交付金 106万円 
地方特例交付金 3,200万円 
交通安全対策特別交付金 1,050万円 

■その他自主財源の内訳
分担金及び負担金 4億8,076万円
使用料及び手数料 4億8,898万円
財産収入 806万円
寄附金 1億6,551万円
繰越金 1万円
諸収入 9億1,661万円

《歳入の内訳》

《歳出の内訳》

注）金額は万円未満を端数調整しています。

議会費 3億2,957万円 （0.9％）
総務費 36億6,695万円 （10.1％）
民生費 92億405万円 （25.4％）
衛生費 69億6,278万円 （19.2％）
労働費 5,689万円 （0.2％）
農林水産業費 5億5,428万円 （1.5％）
商工費　 2億7,085万円 （0.7％）
土木費　 19億4,158万円 （5.4％）
消防費　 21億6,541万円 （6.0％）
教育費　 46億8,669万円 （12.9％）
災害復旧費　 1億2,905万円 （0.4％）
公債費　 36億7,922万円 （10.1％）
諸支出金　 25億7,068万円 （7.1％）
予備費　 3,000万円 （0.1％）

歳出
362億
4,800万円

人件費　 76億9,054万円 （21.2％）
物件費 45億1,715万円 （12.5％）
維持補修費 3億2,057万円 （0.9％）
扶助費　 51億894万円 （14.1％）
補助費等 21億6,102万円 （6.0％）
普通建設事業費　
 95億3,286万円 （26.3％）
災害復旧費 1億2,905万円 （0.4％）
公債費　 36億7,922万円 （10.1％）
積立金　 1億5,754万円 （0.4％）
貸付金　 7億4,650万円 （2.0％）
繰出金　 21億7,461万円 （6.0％）
予備費　 3,000万円 （0.1％）
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１. 心地よく住みやすいまちをつくる　
29億1,262万円

道路・交通網等の整備…社会資本整備総合交付金

事業（道路橋りょう整備事業）など

住宅の整備…公営住宅長寿命化事業など

下水道の整備…公共下水道整備、都市下水路整備

など

防災・消防・防犯体制の整備…デジタル防災行政

無線整備事業、住まいの安全・安心リフォーム

支援事業、津乃峰総合センター建設事業、ＬＥ

Ｄ防犯灯整備事業、自主防災組織育成事業、消

防施設等整備事業、津波防災計画策定事業など

地域情報化の推進…電算機器購入、電子自治体の

構築など

２．健やかで笑顔のあるまちをつくる
89億8,265万円

地域福祉の推進、保健・医療の充実…社会福祉事

業等活動費補助、予防接種事業、母子保健対策

事業、妊婦一般健康診査、妊婦訪問事業、女性

特有のがん検診・がん検診等健康診査、自殺予

防対策緊急強化事業、阿南医師会中央病院改築

事業補助など

高齢者福祉・子育て支援・障がい者福祉の充実…

敬老会助成、高齢者住宅改造促進事業、こども

センター建設事業、子どものための手当等給付、

こども医療助成、放課後児童クラブ運営、病児・

病後児保育事業、地域活動支援センター運営事

業費補助、障害者地域生活支援事業、ファミリ

ーサポートセンター運営事業など

３．美しくひかり輝くまちをつくる
 40億8,266万円

環境循環型社会の形成…生物多様性の現状調査業

務、合併処理浄化槽設置補助、電気式（乾燥式）

生ごみ処理機購入助成、環境総合調査事業など

治山・治水の推進…急傾斜地崩壊対策事業など

衛生環境行政の充実…新ごみ処理施設建設事業、

ごみ収集管理システム導入など

公園・緑化の推進…防災公園整備（橘・津乃峰・

ゆたか野地区）、中心市街地広場公園整備（牛

岐城趾公園を中心とした都市公園の整備）など

４．活力と夢を育むまちをつくる
２億5,225万円

農林漁業の振興…地域農業振興事業、有害鳥獣対策、

環境保全型農業直接支払交付金事業、森林整備地域

活動支援交付金事業、農業用施設新設改良事業、戸

別所得補償対策事業、耕作放棄地全体調査、沿岸漁

業等振興事業など

商工業・観光の振興等…インキュベーションセンター

管理運営、ＡＭＡ地域連携・交流事業、光のまちづ

くり事業補助、阿南風景百選事業、那賀川渇水対策

協議会運営事業補助、阿南・新潟市野球・物産交流

事業など

雇用環境・消費者行政の充実…緊急雇用創出事業、消

費生活センター運営など

５．豊かな心と学びのあるまちをつくる
24億3,970万円

生涯学習環境の整備…ふるさと活性21活動補助、公

民館改修事業など

学校教育の充実…中学校改築事業（阿南中、阿南第一

中、那賀川中）、小学校耐震改修事業、英語教育推

進事業、小・中学校教室用パソコン整備事業など

人権の尊重…人権フェスティバル事業など

男女共同参画社会の推進…男女共同参画基本計画策定

調査研究、女性のための生き方なんでも相談事業な

ど

健康増進・体力づくりと生涯スポーツの振興…スポー

ツ総合センター駐車場整備事業、こども水泳講座開

催など

豊かな歴史文化の継承と新しい文化の創造等…郷土史

編さん、第 27 回国民文化祭阿南市実行委員会負担

金、市民会館ほか自主事業など

６．みんなで築くまちをつくる
50億9,421万円

市民と行政との協働体制の推進…コミュニティセンタ

ー建設助成事業など

広域行政の推進…定住自立圏共生ビジョン事業の展開

など

効率的な行政運営…庁舎建設事業、東京事務所開設、

行政評価制度運用支援業務委託、人事評価導入支援

業務委託など

健全な財政運営…長期債の償還など

当初予算の主要事業
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■市債現在高の状況 （単位：万円・％）

区　　　　分
平成23年度末現在高見込み 平成24年度末現在高見込み

見　込　額 構成比 見　込　額 構成比

⑴ 普 　 　 通 　 　 債 211億4,059 66.7 240億9,169 70.2 
１ 総　　　　　　務 15億6,919 5.0 15億4,962 4.5 
２ 民　　　　　　生 7億5,866 2.4 9億2,188 2.7 
３ 衛　　　　　　生 8億266 2.5 26億6,067 7.7 
４ 農 　 林 　 水 　 産 13億8,556 4.4 11億7,417 3.4 
５ 商　　　　　　工 1億3,819 0.4 9,768 0.3 
６ 土　　　　　　木 84億7,268 26.7 80億2,158 23.4 
７ 公 　 営 　 住 　 宅 15億4,557 4.9 14億3,702 4.2 
８ 消　　　　　　防 13億5,453 4.3 18億5,605 5.4 
９ 教　　　　　　育 51億1,355 16.1 63億7,302 18.6 

⑵ 災 害 復 旧 債 8,775 0.3 1億1,203 0.3 
１ 単 　 独 　 災 　 害 196 0.0 141 0.0 
２ 補 　 助 　 災 　 害 8,579 0.3 1億1,062 0.3 

⑶ そ 　 　 の 　 　 他 104億5,699 33.0 101億1,866 29.5 
１ 減 収 補 て ん 債 9億3,844 3.0 8億1,250 2.4 
２ 減 税 補 て ん 債 11億8,271 3.7 9億8,022 2.9 
３ 臨時税収補てん債 1億7,810 0.6 1億4,988 0.4 
４ 一 般 会 計 出 資 債 4億5,274 1.4 4億4,476 1.3 
５ 臨 時 財 政 対 策 債 77億125 24.3 77億2,943 22.5 
６ 財 政 健 全 化 債 375 0.0 187 0.0 

合　　　　計 316億8,533 100.0 343億2,238 100.0 

■市有財産の状況（平成23年度末現在）
区　　　分 土　地（㎡） 建　物（㎡）

行政財産 1,877,105 393,360 
普通財産 52,303 1,541 

■基金の状況（平成23年度末現在高見込み）
財 政 調 整 基 金 118億7,638万円
減 債 基 金 31億7,103万円
特 定 目 的 基 金 91億8,695万円
定額資金運用基金 4億9,689万円

■市税負担の概況
市税総額　143億4,620万円
●１世帯当たりの税額　	 486,312円
●１人当たりの税額　　	 185,839円

■行政経費支出の概況
●１世帯当たりの支出額	 1,228,746円
●１人当たりの支出額　　	469,552円

※２月末現在の人口（77,197人）、
　世帯数（29,500世帯）より試算

歳　　　　　　　　　　　　入 歳　　　　　　　　　　　　出
区　　　　分 予　算　額 収入済額 区　　　　分 予　算　額 支出済額

市 税 143億8,500 140億7,341 議 会 費 3億7,116 3億4,590
地 方 譲 与 税 3億3,000 2億3,331 総 務 費 36億6,779 26億3,656
利 子 割 交 付 金 3,500 3,267 民 生 費 92億9,917 81億7,439
配 当 割 交 付 金 1,300 1,330 衛 生 費 40億3,322 24億1,715
株式等譲渡所得割交付金 600 0 労 働 費 1億5,707 1億1,220
地 方 消 費 税 交 付 金 6億8,000 5億1,175 農 林 水 産 業 費 6億9,411 3億8,678
ゴ ル フ 場 利 用 税 交 付 金 3,100 2,178 商 工 費 2億8,186 2億2,255
自 動 車 取 得 税 交 付 金 5,300 3,081 土 木 費 27億2,431 12億8,448
国有提供施設等所在市町村助成交付金 116 106 消 防 費 11億7,360 9億1,714
地 方 特 例 交 付 金 1億1,000 9,451 教 育 費 55億2,314 28億2,207
地 方 交 付 税 37億6,445 33億7,383 災 害 復 旧 費 7,362 816
交通安全対策特別交付金 1,050 520 公 債 費 36億5,724 18億3,557
分 担 金 及 び 負 担 金 4億7,721 3億9,089 諸 支 出 金 39億9,418 28億8,602
使 用 料 及 び 手 数 料 4億9,643 4億1,425 予 備 費 1,694 0
国 庫 支 出 金 48億6,780 28億5,135 合　　　　計 356億6,741 240億4,897
県 支 出 金 18億2,076 2億917
財 産 収 入 7,938 9,348
寄 附 金 1億121 1億136
繰 入 金 16億169 0
繰 越 金 16億8,938 16億8,938
諸 収 入 10億1,184 1億3,420
市 債 41億260 150

合　　　　計 356億6,741 242億7,721

平成23年度一般会計予算の執行概況（３月補正含む）
平成24年２月29日現在（単位：万円）

執行概況は、平成22年度繰越明許費を含んでいます。
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区　　　分 平成24年度
当 初 A

平成23年度
当 初 B

比　　較
（A－B）

収 益 的
収 　 入 14億1,339 14億4,650 △3,311

支 　 出 13億9,881 14億2,365 △2,484

資 本 的
収 　 入 4億202 2億5,599 1億4,603

支 　 出 9億4,913 9億9,890 △4,977

平成23年度
現 計 予 算 収 入 済 額 支 出 済 額

14億4,650 12億8,422

14億2,365 8億7,404

2億5,599

9億9,890 2億9,944

会　　　計　　　名 平成24年度
当 初 A

平成23年度
当 初 B

比　　較
（A－B）

住宅新築資金等貸付事業特別会計 5,852 5,934 △82

加茂谷財産区運営事業特別会計 37 38 △1

伊 島 財 産 区 運 営 事 業 特 別 会 計 157 158 △1

国 民 健 康 保 険 事 業 特 別 会 計 81億400 79億5,000 1億5,400

加 茂 谷 診 療 所 事 業 特 別 会 計 8,800 8,800 0

伊 島 診 療 所 事 業 特 別 会 計 1,600 1,650 △50

公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 10億4,740 8億3,720 2億1,020

介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 72億4,800 68億1,900 4億2,900

伊島地区生活排水処理事業特別会計 696 789 △93

学 校 給 食 事 業 特 別 会 計 4億1,790 4億4,300 △2,510

奨 学 資 金 貸 付 事 業 特 別 会 計 973 445 528

春日野地域下水道事業特別会計 2,888 2,888 0

羽ノ浦農業集落排水事業特別会計 1億2,340 1億1,540 800

豊香野地区生活排水処理事業特別会計 440 1,350 △910

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 8億9,200 7億8,700 1億500

平成23年度
現 計 予 算

（３月補正含む）
収 入 済 額 支 出 済 額

5,934 788 2,853

38 36 0

158 157 0

84億7,663 56億9,097 67億1,129

9,100 6,642 7,015

1,650 707 1,177

8億863 2億618 5億2,020

74億7,450 61億7,756 60億9,457

789 645 288

4億4,300 3億1,135 3億537

445 281 180

2,888 2,224 1,272

1億1,540 3,545 6,370

1,350 260 745

7億8,700 6億5,587 5億4,277

特別会計の状況（予算は３月補正含む）

水道事業会計の状況（予算は３月補正含む）

執行概況は平成24年２月29日現在のもので、平成22年度繰越明許費を含んでいます。（単位：万円）

執行概況は平成24年２月29日現在（単位：万円）
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■職員の平均給料月額及び平均年齢の状況

区　　　分 平均給料月額 平均年齢

一般職（普通会計） 328,411円 45歳

■職員の初任給の状況

区　　分
阿　南　市 国

決定初任給 採用２年経過
日の給料額 初任給 採用２年経過

日の給料額

一
般
職

大学卒 172,200円 184,200円 172,200円 184,200円

高校卒 140,100円 148,500円 140,100円 148,500円

■人件費の状況
平成23年度  
一般会計３月補正後予算総額　346億7,090万円

人件費
78億3,566万2千円

（22.6％）

■
職
員
給
与
費
の
状
況

平成23年度
一般会計３月補正後
給与費予算額

50億7,316万2千円

給料
32億9,749万8千円
（65％）

期末勤勉手当
12億2,067万9千円

（24.1％）

その他
5億5,498万5千円
（10.9％）

（１人当たり給与費607万6千円）

■一般行政職の級別職員数の状況

定型的な業務を行う職務　20人

高度な知識または経験を必要
とする業務を行う職務
20人

係長、主任の職務
またはこれに相当
する職務　57人

１
級

７
級２級

３級

４級５級

６級

職員数
419人

課長補佐及び主査の職
務またはこれに相当す
る職務
　148人

参事及び課長及び主幹の
職務またはこれに相当す
る職務　55人

部長の職務またはこれに
相当する職務　21人

困難な業務を分掌す
る係長、主任の職務
またはこれに相当す
る職務　98人

阿南市職員の給与の現状

●
部
門
別
職
員
数
の
状
況
と
主
な
増
減
理
由 （
各
年
４
月
１
日
現
在
）

定
員
管
理
の
状
況

職　員　数 対前年
増減数 主な増減理由平成22年 平成23年

一
般
行
政
部
門

議 会 6 6 0
総 務 124 122 △ 2 業務体制の見直しによる減
税 務 39 37 △ 2 退職による減
民 生 211 212 ＋ 1 退職不補充分の一部補充による増
衛 生 89 89 0
農 林 水 産 33 32 △ 1 業務体制の見直しによる減
商 工 16 14 △ 2 業務体制の見直しによる減
土 木 64 62 △ 2 業務体制の見直しによる減
小 計 582 574 △ 8

特
別
行

政
部
門

教 育 158 158 0
消 防 105 103 △ 2 退職による減
小 計 263 261 △ 2

普 通 会 計 845 835 △ 10

公
営
企
業
等

会
計
部
門

病 院 2 2 0
水 道 27 25 △ 2 業務体制の見直しによる減
下 水 道 11 12 ＋ 1 公共下水道業務の増
そ の 他 28 28 0
小 計 68 67 △ 1

合 計 913 902 △ 11
（注）職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者 ・派遣職員などを含み、臨時または非常勤職員を除く。
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■職員の経験年数別平均給料月額の状況

区　　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一
般
職

大学卒 254,200円 305,900円 351,300円

高校卒 220,300円 258,200円 310,100円

■扶養手当の状況

扶　養　親　族 支給月額

配偶者 13,000円

子等配偶者以外の扶養親族 1人につき6,500円

配偶者のいない職員の扶養親族
１人目 11,000円

満16歳の年度始めから22歳の
年度末までの子

1人につき
5,000円を加算

■住居手当の状況

区　　　分 内容（支給月額） 国の制度
との異同

借
家
（
間
）

月額23,000円以
下の家賃

家賃から12,000円
を控除した額 同

月額23,000円を
超える家賃

27,000円を限度と
し算定した額 同

■期末、勤勉手当の状況（平成23年度支給割合）

期末手当 勤勉手当 職
制
上
の
段
階
、
職
務
の

級
等
に
よ
る
加
算
措
置
有

6月期
（1.025月分） （0.875月分）

1.225月分 0.675月分

12月期
（1.175月分） （0.875月分）

1.375月分 0.675月分

計
（2.2月分） （1.75月分）

2.6月分 1.35月分

（　　）内は特定管理職員

■退職手当の状況（支給割合）

勤続20年 勤続25年 勤続35年 最高限度額

自 己 都 合 23.5月分 33.5月分 47.5月分 59.28月分

勧奨・定年 30.55月分 41.34月分 59.28月分 59.28月分

（単位：万円）

■特別職の報酬月額等の状況

期末手当は年間2.95月分です。

●
定
員
適
正
化
目
標

　

阿
南
市
行
財
政
改
革
推
進
大
綱
を
指
針
と
し
て
合
併
に
よ
る
財
政
的

効
果
を
最
大
限
に
発
揮
さ
せ
る
た
め
、
財
政
の
健
全
化
と
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
と
の
均
衡
を
保
ち
つ
つ
、
定
員
の
適
正
化
を
図
り
ま
す
。

●
定
員
適
正
化
手
法
の
概
要

　

組
織
機
構
の
合
理
化
、
事
務
事
業
の
見
直
し
、
指
定
管
理
者
制
度
及

び
民
間
委
託
等
の
活
用
、
情
報
化
に
よ
る
事
務
処
理
の
効
率
化
を
進
め

る
こ
と
に
よ
り
適
正
な
定
員
管
理
を
推
進
す
る
。

●
定
員
適
正
化
計
画
の
年
次
別
進
捗
（
実
績
）
の
概
要

区　分

部　門

平成18
年計画
始期

平成
19年
1年目

平成
20年
2年目

平成
21年
3年目

平成
22年
4年目

平成
23年
5年目

平成19年
〜平成23年

計

（参考）
数値
目標

一 般
行 政

職員数 658 640 616 603 582 574 — 601

増 減 △ 18 △ 24 △ 13 △ 21 △ 8 △ 84
（147.4％） △ 57

教 育
職員数 177 173 170 164 158 158 — 168

増 減 △ 4 △ 3 △ 6 △ 6 0 △ 19
（211.1％） △ 9

消 防
職員数 101 104 104 103 105 103 — 105

増 減 3 0 △ 1 2 △ 2 2
（50％） 4

公 営
企 業
会計等

職員数 64 65 65 64 68 67 — 58

増 減 1 0 △ 1 4 △ 1 3
（△ 50％） △ 6

計
職員数 1,000 982 955 934 913 902 — 932

増 減 △ 18 △ 27 △ 21 △ 21 △ 11 △ 98
（144.1％） △ 68

（注）１．計画期間は、平成19年〜平成23年の５年間である。
２．（％）内の数値は、数値目標に対する進捗率を示す。
３．増減は、各年の欄にあっては対前年比の職員増減数を、計の欄にあっては計画 1 年目以降現在まで

の職員増減数の累計を示す。
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そ
れ
以
外
に
も
、

大
阪
湾
と
紀
伊
水

道
を
結
ぶ
東
四
国

８
の
字
ル
ー
ト

（
図

−

②
）、
香

川
・
愛
媛
と
中
国

地
方
を
結
ぶ
瀬
戸

内
８
の
字
ル
ー
ト

（
図

−

③
）、
伊
予

灘
・
周
防
灘
・
豊

後
水
道
を
結
ぶ
西

四
国
８
の
字
ル
ー

ト
（
図

−

④
）、
以
上
の
４
つ
の
８
の
字
ル
ー
ト
で

四
国
に
活
力
を
注
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま

す
。
四
国
が
一
つ
に
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
対

岸
の
経
済
力
を
引
き
寄
せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
一

層
四
国
の
可
能
性
は
広
が
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
四
国
の
国
道
は
国
道
33
号
（
高
知
市

か
ら
松
山
市
ま
で
）、
３
月
３
日
の
ひ
な
祭
り
の
道
。

国
道
55
号
（
徳
島
市
か
ら
高
知
市
ま
で
）、
５
月
５

日
の
子
ど
も
の
日
、
端
午
の
節
句
の
道
。
男
の
子
も

女
の
子
も
健
や
か
な
成
長
を
願
う
材
料
が
そ
ろ
っ
て

い
ま
す
。

　
四
国
は
た
い
し
た
も
の
で
す
。

　
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

お
く
り
も
の

阿
南
市
へ

●
車
い
す
１
台

県
南
軟
式
野
球
競
技
会
様
か
ら

●
図
書
「
東
日
本
大
震
災　
直
後

３
か
月
間
の
ま
と
め
」
10
冊

富
岡
町　

清
原
隆
徳
様
か
ら

日
本
赤
十
字
社
徳
島
県
支
部
阿
南

市
地
区
へ

●
赤
十
字
災
害
用
移
動
炊
飯
器
２
台

日
亜
化
学
工
業
株
式
会
社
様
か
ら

日
本
赤
十
字
社
徳
島
県
支
部
を
通

じ
て
災
害
時
の
食
の
支
援
体
制
の

　
私
た
ち
の
四
国
の
人
口
は
現
在
３
９
８
万
人
（
徳

島
79
万
人
、
香
川
１
０
０
万
人
、
愛
媛
１
４
３
万
人
、

高
知
76
万
人
）。

　
人
口
減
少
が
続
く
と
は
い
え
、
南
米
ウ
ル
グ
ア
イ

３
３
８
万
人
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
４
５
９
万
人
、
ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
４
３
７
万
人
等
の
一
国
の
人
口
に
匹

敵
し
ま
す
。
ま
た
、
経
済
力
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
で
は
、
１

３
１
０
億
ド
ル
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
１
３
０
４
億

ド
ル
、
ペ
ル
ー
１
２
９
１
億
ド
ル
と
比
べ
て
も
、
外

国
の
一
国
を
凌り
ょ
う
が駕

し
て
い
ま
す
。

　
昔
は
四
国
は
「
死
国
」、
遍
路
は
「
辺
路
」
と
揶

揄
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
四
国
の

位
置
づ
け
は
、
関
西
、
山
陽
道
、
九
州
に
挟
ま
れ
た

可
能
性
に
満
ち
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
こ
で
、
四
国
が
採
る
べ
き
４
つ
の
８
の
字
ル
ー

ト
を
整
備
す
れ
ば
将
来
へ
の
発
展
が
は
か
ら
れ
る
と

思
い
ま
す
。
最
も
大
切
な
の
は
、
四
国
島
内
を
循
環

す
る
高
速
交
通
体
系
と
し
て
の
四
国
８
の
字
ル
ー
ト

（
図

−

①
）
の
整
備
で
す
。
鉄
道
の
循
環
ル
ー
ト
が

な
い
以
上
、
高
速
道
路
の
８
の
字
ル
ー
ト
は
至
上
命

題
で
す
。
今
後
、
こ
の
整
備
を
全
力
で
成
し
遂
げ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

− 

四
国
に
４
つ
の
８
の
字
ル
ー
ト
を 

−

−

市
長
通
信

−

お
元
気
で
す
か

阿
南
市
長
　
岩
　
浅
　
嘉
　
仁

充
実
・
強
化
お
よ
び
、
防
災
教
育
、

地
域
防
災
力
の
向
上
を
図
る
た
め

阿
南
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

●
金
一
封　
橘
町　

四
国
電
力
労

働
組
合
阿
南
火
力
支
部
青
年
部
様

か
ら
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
の
収

益
金
を
地
域
福
祉
事
業
活
動
資
金

と
し
て　

●
金
一
封　
那
賀
川
町　

岸
本
悦

子
様
か
ら
社
会
福
祉
事
業
運
営
基

金
と
し
て

　

以
上
、
ご
寄
贈
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

本庁（次の課）の取り扱いとなる事務

税務課
・原動機付自転車および小型特殊自動車の標識
に関すること
・課税台帳の閲覧および縦覧に関すること

ふるさと振興課 　・自動車臨時番号に関すること
福祉課　・有料道路障害者割引の申請

支所での即日処理ができなくなる事務

保険年金課
・国民健康保険事業の一部（保険証の交付等）
・こどもの医療費助成事業の一部（受給者証の交付）

問い合わせは　那賀川支所（☎42−1111）
　　　　　　　　羽ノ浦支所（☎44−3111）へ

4/1〜
那賀川支所・羽ノ浦支所の
取扱事務を一部変更します
※くわしくは、各支所でご確認ください。
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④
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「
税
務
相
談
」の
お
知
ら
せ

　

平
日
に
仕
事
の
都
合
で
市
税
（
軽

自
動
車
税
・
固
定
資
産
税
・
市
県
民

税
・
国
民
健
康
保
険
税
）
の
課
税
内

容
の
問
い
合
わ
せ
な
ど
が
で
き
な
い

方
の
た
め
に
、
次
の
と
お
り
「
税
務

相
談
」
を
実
施
し
ま
す
。

日
時　
４
月
29
日
㈰
・
６
月
24
日
㈰

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

場
所　
市
役
所
１
階　

税
務
課

問
い
合
わ
せ
は　
税
務
課
（
☎
22

−

１
１
１
４
）
へ

固
定
資
産
縦
覧
帳
簿

（
土
地・家
屋
）の
縦
覧

　

平
成
24
年
度
の
固
定
資
産
の
価
格

（
評
価
額
）
に
つ
い
て
、
次
の
と
お

り
縦
覧
に
供
し
ま
す
の
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

縦
覧
期
間　
４
月
１
日
㈰
〜
５
月
１

日
㈫
（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

縦
覧
場
所　
税
務
課
固
定
資
産
税
係

縦
覧
で
き
る
方　
固
定
資
産
税
の
納

税
者
や
代
理
人
で
す
。
本
人
確
認
が

で
き
る
も
の
（
例
：
運
転
免
許
証
等
）

と
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
代
理
人
の
場
合
に
は
委
任

状
が
必
要
で
す
。

手
数
料　
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
は
無
料

で
す
。
ま
た
、
名
寄
帳
（
ご
自
身
が

納
税
義
務
者
と
な
っ
て
い
る
資
産
の

一
覧
表
）
の
閲
覧
に
つ
い
て
も
縦
覧

期
間
中
は
手
数
料
が
無
料
（
た
だ
し
、

コ
ピ
ー
代
と
し
て
１
枚
に
つ
き
10
円

が
必
要
）
と
な
り
ま
す
。

平
成
24
年
は
評
価
替
え
の
年
で
す

　

納
税
通
知
書
は
、
４
月
に
発
送
し

ま
す
。
第
１
期
納
期
限
は
５
月
１
日

㈫
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
税
務
課
固
定
資
産

税
係
（
☎
22

−

１
１
１
４
）
へ

平
成
24
年
度

固
定
資
産
評
価
証
明
書
等
の

発
行
時
期
の
お
知
ら
せ

発
行
予
定
日

▼
固
定
資
産
評
価
証
明
書

　

４
月
２
日
㈪
〜

▼
固
定
資
産
公
課
証
明
書

　

４
月
６
日
㈮
〜

※
証
明
書
発
行
時
に
本
人
確
認
を
実

施
し
て
い
ま
す
の
で
、
公
的
証
明
書

（
免
許
証
、
保
険
証
等
）
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。　

問
い
合
わ
せ
は　

税
務
課
庶
務
係

（
☎
22

−

１
１
１
４
）
へ

☎21-3030

か
も
だ
岬
温
泉

日
常
生
活
用
具
の

給
付
等
に
つ
い
て

難
病
患
者
等
居
宅
生
活
支
援
事
業

　

次
の
方
を
対
象
に
、
日
常
生
活
用

具
の
給
付
や
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ

ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
難
治
性
疾
患
克
服
研
究
事
業
対
象

の
１
３
０
疾
患
お
よ
び
関
節
リ
ウ
マ

チ
患
者
の
方

▼
在
宅
で
の
療
養
が
可
能
と
医
師
に

判
断
さ
れ
た
方

▼
介
護
保
険
法
、
老
人
福
祉
法
、
障

害
者
自
立
支
援
法
の
施
策
の
対
象
と

な
ら
な
い
方

小
児
慢
性
特
定
疾
患
児

日
常
生
活
用
具
給
付
事
業

　

小
児
慢
性
特
定
疾
患
児
（
障
害
者

自
立
支
援
法
の
施
策
の
対
象
と
な
ら

な
い
方
）
に
日
常
生
活
用
具
を
給
付

し
て
い
ま
す
。

※
申
請
方
法
等
く
わ
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

−

１
５
９
０
）
へ

ソ
ー
シ
ャ
ル
ク
ラ
ブ
阿
南

　

月
１
回
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や

グ
ル
ー
プ
活
動
を
通
し
て
交
流
を
深

め
た
り
、
調
理
実
習
や
生
活
訓
練
を

行
う
こ
と
で
、
自
立
し
た
生
活
が
送

れ
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

対
象　
在
宅
で
の
療
養
が
可
能
で
あ

る
統
合
失
調
症
の
方
お
よ
び
ご
家
族

の
方
。（
参
加
に
際
し
て
は
、
医
師

の
意
見
書
が
必
要
で
す
。）

※
申
請
方
法
等
、
く
わ
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

−

１
５
９
０
）
へ

第
24
回
阿
南
の
加
茂
谷
鯉
ま
つ
り

　

ご
家
族
お
揃
い
で
、
自
然
と
人
情

味
豊
か
な
加
茂
谷
の
里
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

開
催
期
間　
４
月
23
日
㈪
〜
５
月
12

日
㈯

イ
ベ
ン
ト　
５
月
３
日
㈷　

午
前
10

時
〜
（
※
雨
天
順
延
）

場
所　
深
瀬
町
河
川
敷
（
中
央
橋
通

行
止
め
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。）

手
作
り
鯉
の
ぼ
り
コ
ン
テ
ス
ト

作
品
大
募
集
！

　

イ
ベ
ン
ト
時
に
手
作
り
鯉
の
ぼ
り

コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
ま
す
。
あ
な

た
が
作
っ
た
鯉
の
ぼ
り
を
会
場
で
泳

が
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。
入
賞
者
に
は

景
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

出
品
規
定　
大
き
さ
は
８
㍍
以
内
で

風
雨
に
強
い
素
材
を
使
用
す
る
こ
と

応
募
方
法　
４
月
26
日
㈭
ま
で
に
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
出
品
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
加
茂
谷

公
民
館
（
☎
25

−

０
１
１
３
）
へ

奨
学
資
金
貸
付
申
請
の
受
付

　

奨
学
資
金
（
無
利
子
）
の
貸
付
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
教
育
委
員
会
総

務
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　
４
月
２
日
㈪
〜
27
日
㈮

申
込
方
法　
総
務
課
備
え
付
け
の
申

請
書
類
に
必
要
書
類
を
添
付
し
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。（
申
請
書
類
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。）

　

貸
付
内
容
等
く
わ
し
く
は
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
総

務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
教
育
委
員
会
総
務

課
（
☎
22

−

３
２
９
９
）
へ

平
成
25
年

成
人
式
実
行
委
員
を
募
集

　

成
人
式
実
行
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー

に
な
っ
て
、
式
の
企
画
（
会
議
は
５

回
程
度
予
定
）
か
ら
運
営
ま
で
を
し

て
み
た
い
方
は
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ

さ
い
。

応
募
資
格　
▼
新
成
人
（
平
成
４
年

４
月
２
日
か
ら
平
成
５
年
４
月
１
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
方
）
▼
市
民
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
▼
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

締
切
日　
４
月
19
日
㈭　
　
　
　

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
最
寄
り

の
公
民
館
ま
た
は
教
育
委
員
会
生
涯

学
習
課
（
☎
22

−

３
３
９
１
）
へ

【
４
月
の
休
館
日
は
】

2
・
9
・
16
・
23
日

【
と
れ
と
れ
市
開
催
】

４
月
15
日
㈰　
午
前
10
時
〜
午
後
２
時

広報9



確
認
通
知
書
の
写
し

②
設
置
場
所
の
案
内
図

③
浄
化
槽
設
置
費
の
見
積
書
の
写
し

④
浄
化
槽
の
構
造
図

⑤
浄
化
槽
の
配
置
配
管
図

⑥
住
宅
等
を
借
り
て
い
る
方
は
賃
貸

人
の
承
諾
書

⑦
登
録
証
の
写
し
お
よ
び
登
録
浄
化

槽
管
理
票
（
Ｃ
票
）

⑧
浄
化
槽
設
備
士
免
状
お
よ
び
小
規

模
合
併
処
理
浄
化
槽
施
行
技
術
特

別
講
習
会
受
講
証
の
写
し

⑨
機
能
保
証
制
度
に
基
づ
く
保
証
登

録
証
の
写
し

⑩
浄
化
槽
法
第
７
条
お
よ
び
第
11
条

検
査
手
数
料
払
込
証
明
書

⑪
補
助
金
交
付
申
請
者
本
人
の
最
新

の
納
税
証
明
書
（
市
区
町
村
が
発

行
す
る
も
の
）

申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
は　
環
境
保

全
課
（
☎
22

−

３
４
１
３
）
へ

平
成
24
年
度　
小
型
合
併
処
理
浄
化
槽

補
助
金
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

対
象　
平
成
25
年
３
月
末
ま
で
に
浄

化
槽
設
置
工
事
を
完
了
で
き
る
方
。

（
た
だ
し
、
す
で
に
着
工
さ
れ
て
い

る
方
な
ら
び
に
下
水
道
法
第
４
条
第

11
項
の
認
可
を
受
け
た
区
域
、
伊
島

地
区
生
活
排
水
処
理
事
業
区
域
、
春

日
野
地
域
下
水
道
事
業
区
域
、
豊
香

野
地
区
生
活
排
水
処
理
事
業
区
域
お

よ
び
羽
ノ
浦
農
業
集
落
排
水
処
理
施

設
条
例
第
４
条
に
規
定
す
る
処
理
区

域
は
除
き
ま
す
。な
お
、対
象
区
域
は
、

環
境
保
全
課
で
確
認
で
き
ま
す
。）

補
助
金
額　
補
助
金
の
額
は
、
国
の

浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
補
助
金
基
準

額
に
基
づ
き
別
に
定
め
て
い
ま
す
。

【
参
考
】
平
成
23
年
度
実
績

▼
５
人
槽
／
33
万
２
千
円

▼
６
〜
７
人
槽
／
41
万
４
千
円

▼
８
〜
10
人
槽
／
54
万
８
千
円

申
請
期
間　
４
月
２
日
㈪
〜
11
月
30

日
㈮
（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
、
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
）

交
付
者
の
決
定　
申
請
順
に
予
算
の

範
囲
内
で
決
定
し
ま
す
。

申
請
方
法　

補
助
金
交
付
申
請
書

（
環
境
保
全
課
備
え
付
け
）
に
必
要

書
類
を
添
付
の
う
え
、
浄
化
槽
設
置

工
事
が
始
ま
る
日
の
８
日
前（
原
則
）

ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

必
要
書
類

①
浄
化
槽
設
置
届
出
書
ま
た
は
建
築

第
36
回

成
人
大
学
受
講
生
募
集

　

平
成
24
年
度
か
ら
阿
南
・
那
賀
・

美
波
定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
の

取
組
の
一
環
と
し
て
、
１
市
２
町
の

方
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。

受
講
資
格　
受
講
成
果
を
地
域
社
会

の
発
展
や
地
域
の
人
々
に
還
元
し
、

社
会
貢
献
に
意
欲
の
あ
る
方
。

講
座
内
容　
別
表
の
予
定

募
集
定
員　
１
５
０
人
程
度

受
講
日
時　
５
月
23
日
㈬
〜
平
成
25

年
２
月
21
日
㈭　

午
後
７
時
〜
９
時

※
実
施
計
画
は
別
表
の
と
お
り

受
講
料　
年
間
１
５
０
０
円

※
調
理
実
習
や
現
地
研
修
な
ど
実
費

負
担
を
伴
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
込
方
法　
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、
４
月
20

日
㈮
ま
で
に
生
涯
学
習
課
へ
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

※
個
人
情
報
は
、
目
的
以
外
に
使
用

し
ま
せ
ん
。

受講申込み・問い合わせは
〒774-8501 富岡町トノ町12番
地３　教育委員会生涯学習課
（☎ 22−3391）へ

●対象　
子ども会や運動クラブな
ど５人以上の団体
●保険期間　
開始日～平成25年３月
31日
●保険料
中学生以下の団体は800
円（１人あたりの年額）
※その他の団体はお問い
合わせください。
問い合わせは　
　スポーツ振興課
　（☎22−3394）へ

スポーツ安全保険に
加入しませんか！

平成24年度　阿南市成人大学講座実施計画
講座 日　　時 テーマ 会　場 内　　容 講　　師

第１回 5月23日㈬	 18:30〜 ◇開講式
ひまわり会館
ふれあいホール

市政報告 阿南市長　岩浅嘉仁

第２回 6月13日㈬	 19:00〜 文　化
ひまわり会館
ふれあいホール

阿南市の政治史
阿南市文化財保護審議会
会長　湯浅良幸さん

第３回 ７月11日㈬	19:00〜 健　康
スポーツ総合
センター

３Ｂ体操 廣井路代さん

第４回 9月予定	 19:00〜 脳の活性化
ひまわり会館
ふれあいホール

社会で役立つ折り紙
阿南工業高等専門学校教授
川崎敏和さん

第５回
10月21日㈰
　※時間は未定

現地研修 神戸市ほか 防災学習ほか 　　　　　　　　

第６回
11月9日㈮	 14:00〜
	 18:00〜

調理実習
ひまわり会館
グルメルーム

バランスのとれた食事 神田直子さん

第７回
12月8日㈯	 9:00〜
	 13:00〜

生きがい
ひまわり会館
ふれあいルーム

フラワーアレンジメント
生け花

谷本ゆかりさん
前田慶子さん

第８回
平成25年
1月26日㈯	 13:30〜
予定

生涯学習推進
大会参加

未　定 未　定 未　定

第９回
平成25 年
2月21日㈭	 18:30〜

人　権
◇閉講式

ひまわり会館
ふれあいホール

障がい者と就労
NPO法人（教育支援）
事務局長　濵田行雄さん
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森
林
の
所
有
者
届
出
制
度
の
変
更

　

森
林
法
の
改
正
に
よ
り
、
４
月
１

日
か
ら
、
個
人
・
法
人
を
問
わ
ず
、

売
買
や
相
続
等
に
よ
り
森
林
の
土
地

（
山
林
）
を
新
た
に
取
得
し
た
方
は
、

面
積
に
か
か
わ
ら
ず
届
け
出
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
国

土
利
用
計
画
法
に
基
づ
く
土
地
売
買

契
約
の
届
け
出
を
し
て
い
る
方
は
対

象
外
で
す
。

届
出
期
間　
土
地
の
所
有
者
と
な
っ

た
日
か
ら
90
日
以
内

届
出
先　
取
得
し
た
土
地
の
あ
る
市

町
村

届
出
事
項　
届
出
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、登
記
事
項
証
明
書（
写

し
も
可
）
ま
た
は
土
地
売
買
契
約
書

な
ど
権
利
を
取
得
し
た
こ
と
が
分
か

る
書
類
の
写
し
、
土
地
の
位
置
を
示

す
図
面
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
農
林
水
産
課
（
☎

22

−

１
５
９
８
）
へ

第
71
号

男
女
共
同
参
画
事
業

人
権
教
育・啓
発

〈
連
載
79
号
〉

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で

「
女
性
の
た
め
の
生
き
方
な
ん
で
も

相
談
」
を
利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

職
場
で
の
人
間
関
係
、
セ
ク
シ
ュ

ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
子
育
て
の
悩

み
、
親
子
や
家
族
の
関
係
、
思
春
期

の
悩
み
、
自
分
の
か
ら
だ
・
健
康
に

つ
い
て
の
悩
み
、
過
食
・
拒
食
症
、

結
婚
・
離
婚
の
問
題
、
夫
・
パ
ー
ト

ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、
夫
婦
関
係
、
自

分
の
生
き
方
に
対
す
る
不
安
や
悩
み

な
ど
の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
、
秘
密
は
守
り
ま
す
。

安
心
し
て
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

面
接
、
電
話
相
談
と
も
予
約
制
で
す
。

事
前
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

日
時　
▼
毎
週
火
曜
日　

午
後
１
時

〜
５
時
▼
毎
月
第
２
・
４
金
曜
日　

午
後
１
時
〜
４
時

※
原
則
１
人
１
時
間
以
内

場
所　
市
民
会
館
２
階

相
談
先
（
☎
22

−

０
３
６
１
）
へ

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

《
男
性
料
理
教
室
（
前
期
）》

　

男
女
が
共
に
い
き
い
き
と
生
活
で

き
る
男
女
共
同
参
画
社
会
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、
男
性
も
仕
事
だ
け
で

は
な
く
、
女
性
と
と
も
に
料
理
な
ど

の
家
事
を
担
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
す
。
料
理
を
さ
れ
た
こ
と
の
な
い

方
も
基
礎
か
ら
学
べ
ま
す
。
お
い
し

い
も
の
を
楽
し
く
作
っ
て
楽
し
く
食

事
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
５
月
８
日
㈫
・
15
日
㈫
・
22

日
㈫
・
29
日
㈫
・
６
月
５
日
㈫　

午

前
10
時
〜
午
後
１
時

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館
３
階　

グ
ル

メ
ル
ー
ム

定
員　
20
人

参
加
費　
１
回
５
０
０
円（
当
日
集
金
）

申
込
方
法　
講
座
名
・
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、

は
が
き
ま
た
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
電
話
で
の
申

込
み
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

申
込
締
切
日　
４
月
20
日
㈮
（
当
日

消
印
有
効
）

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
〒
７
７

４

−

８
５
０
１　

富
岡
町
ト
ノ
町
12

番
地
３　

男
女
共
同
参
画
室
（
☎
22

−

７
４
０
１
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
22

−

４
７
８

５
）
へ

阿
南
市
人
権
教
育
・
啓
発
に
係
る

調
査
・
研
究
活
動
補
助
事
業

　

同
和
問
題
を
は
じ
め
、
女
性
、
子

ど
も
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
の
解
決
の
た

め
に
行
う
人
権
教
育
・
啓
発
に
係
る

調
査
・
研
究
活
動
に
対
し
補
助
を
す

る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
が
自
ら
学
び
、

差
別
を
な
く
す
実
践
に
つ
な
が
る
こ

と
を
目
的
と
し
ま
す
。

補
助
対
象
事
業　
実
施
主
体
の
自
主

的
な
企
画
に
よ
る
人
権
教
育
・
啓
発

に
係
る
調
査
・
研
究
活
動
を
目
的
と

し
た
事
業

補
助
金
の
交
付
対
象
者　
次
の
要
件

を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
団
体
で
あ

る
こ
と
と
し
ま
す
。

①
市
の
区
域
内
に
事
務
所
ま
た
は
事

業
所
を
有
し
、
人
権
教
育
及
び
人
権

啓
発
に
関
し
、
自
ら
学
び
差
別
を
な

く
す
実
践
に
取
り
組
む
活
動
の
た
め

の
事
業
を
実
施
す
る
た
め
に
組
織
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

②
構
成
員
が
５
人
以
上
で
あ
る
こ
と
。

③
政
党
そ
の
他
の
政
治
的
団
体
の
役

員
と
な
り
、
ま
た
は
積
極
的
に
政
治

運
動
を
し
て
い
な
い
こ
と
。

④
宗
教
団
体
で
な
い
こ
と
。

⑤
営
利
を
目
的
と
す
る
も
の
で
な
い

こ
と
。

申
請
期
間　
４
月
２
日
㈪
〜
27
日
㈮

申
請
方
法　
次
の
事
項
を
記
載
し
た

申
請
書
類
を
人
権
・
男
女
参
画
課
ま

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
団
体
の
名
称
及
び
住
所
並
び
に
代

表
者
の
名
前
・
住
所
等

②
活
動
計
画
書

③
補
助
金
交
付
申
請
額
及
び
活
動
に

要
す
る
と
見
込
ま
れ
る
経
費
の
明
細
書

補
助
対
象
経
費　

▼
講
師
等
謝
金
▼
講
師
等
旅
費
▼
会

場
等
施
設
使
用
料
▼
資
料
印
刷
代
等

消
耗
品
費
▼
そ
の
他
市
長
が
必
要
と

認
め
る
経
費

補
助
金
の
額　
一
団
体
に
つ
き
上
限

10
万
円
以
内
。
た
だ
し
、
予
算
の
範

囲
内
と
し
ま
す
。
ま
た
、
一
団
体
に

つ
き
申
請
は
１
回
と
し
ま
す
。

第
１
回
阿
南
市
人
権
教
育
・
啓
発

市
民
講
座
の
開
催

日
時　
４
月
24
日
㈫　

午
後
２
時
〜

３
時
30
分

場
所　
文
化
会
館
１
階　

視
聴
覚
室

テ
ー
マ　
「
災
害
と
人
権
」

講
師　
▼
米
澤
冨
子
さ
ん
（
阿
南
市

自
主
防
災
会　

理
事
長
）「
女
性
の

目
か
ら
見
た
自
主
防
災
の
役
割
」

▼
篠
原
健
二
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
グ

リ
ー
ン
ア
ー
ス
徳
島
事
務
局
長
）「
神

戸
大
震
災　

３
・
11
大
津
波
の
教
訓

か
ら
学
ん
だ
生
き
残
る
た
め
の
防
災

豆
知
識
」
▼
正
田
と
し
ほ
さ
ん
（
穴

吹
カ
レ
ッ
ジ
非
常
勤
講
師
）「
病
院

の
ベ
ッ
ド
か
ら
み
た
３
・
11
」

問
い
合
わ
せ
は　
人
権
・
男
女
参
画

課
（
☎
22

−

３
０
９
４
）
へ

あぶない !こんなに事故が
交通
事故

件 数
死 者
負 傷 者

220件（418）
1人（    1）

31人（  55）

救急 件 数
搬送人員

293件（588）
287人（568）

火災 件 数
損 害 額

1件（    3）
0千円（1千円）

●阿南署管内平成24年２月分合計
　(　)内は1月からの累計
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定住自立圏共生ビジョン事業

“　　　　　　　　　”が ４月からスタート！

　阿南市、那賀町、美波町が、自治体の枠組みを超えて
圏域全体の活性化を図るための取組として阿南・那賀・
美波定住自立圏共生ビジョン事業 “プロジェクト40” が
スタートします。
　40ある取組のうち、４月から始まるのは公共施設の
相互利用など５つの事業で、圏域内に住所を有する方は
一律のサービスを受けることができます。今回は、那賀
町・美波町のスポーツ施設をご紹介します。

那賀町

美波町

阿南市

①
③

②
④

①那賀町豊
ほうじょう
饒の杜

もり
総合運動公園　　（☎0884‐62‐1106）

グラウンド

  9:00〜17:00　1,000円
17:00〜22:00　１時間1,000円

テニスコート

  9:00〜17:00　１日１面500円
17:00〜22:00　１時間１面200円

②那賀町鷲敷Ｂ＆Ｇ海洋センター　 
　体育館　　（☎0884‐62‐1300）

アリーナ　※（　）内はコート数

バレーボール⑵、バスケット⑴、
バドミントン⑶
利用料　9:30〜12:00　  800円
　　　 13:00〜17:00　1,000円
　　　 17:00〜22:00　1,000円
予約受付　利用６カ月前から

その他
ミーティングルーム
トレーニングルーム
※利用形態はアリーナと同様。
休館日　火曜日・年末年始
※くわしくはお問い合わせください。

③那賀町鷲敷Ｂ＆Ｇ海洋センター　 
　艇庫　　☎（0884‐62‐3011）

カヌー・ペアカヌー　（１艇２時間）

利用料　大人2,400円
　　　　小・中・高校生2,000円
　　　　幼児1,000円
　　　　※延長：１艇１時間100円

ローボート　（１艇２時間）

利用料　3,000円＋１人500円
　　　　※延長：１艇１時間100円

利用可能期間

５月〜10月の土・日・祝日
※７月20日〜９月30日は毎日営業。

④美波町由岐Ｂ＆Ｇ海洋センター
　（☎0884‐78‐0201）

アリーナ　※（　）内はコート数

バレーボール⑵、バスケット⑴、
バドミントン⑵
利用料　
１人200円（５人以上1,000円）
利用可能時間　9:00〜22:00
予約受付　利用１カ月前から

プール
コース　25ｍ×6、幼児用プール
利用料　小中学生150円、高校・一般
300円、就学前児童は無料
※利用可能時間は、曜日や季節により
違います。利用条件等はお問い合わせ
ください。

その他
ミーティングルーム
トレーニングルーム
※利用形態はアリーナと同様。
休館日　火曜日・年末年始
※くわしくはお問い合わせください。

４月から始まる事業
・保育所広域入所に関する連携事業　…　圏域内の保育所に入所することが可能です。
・野球のまち阿南推進事業　……………　施設利用や大会運営などで連携を図っていきます。
・火葬場使用料減免事業　………………　市外の利用者にかかる割増料金が軽減されます。
・成人大学講座連携事業　………………　圏域内の住民を対象に開催します。
・図書館、子育て支援センター、
　スポーツ施設の相互利用等　　

………　これらの公共施設利用で一律のサービスが受けられます。

●
那賀町豊饒の杜総合運動公園

那賀町鷲敷 B&G 海洋センター体育館
●　　　　　 ●

那賀町鷲敷 B&G 海洋センター艇庫
●

美波町由岐 B&G 海洋センター

広報 12



阿南市役所
　●

　●
富岡西高校

●
南部総合
県民局

●
富岡老人憩いの家

NTT 西日本
●

阿南税務署
●

ＪＲ
阿南駅

●
文化会館

美しいあなんを求めて 連載⑳〜下水道〜

公共下水道の供用開始区域が４月１日から広がります

　公共下水道を使用できる区域（供用開始区域）に該当
する方は、早期に下水道への接続をお願いします。
　一定期間内に下水道へ接続される方（新築を除く）に
は、助成金制度を設けておりますので併せてご利用くだ
さい。
　接続工事については、必ず排水設備指定工事店（市ホ
ームページ掲載）に依頼をお願いします。
　また、平成24年度供用開始区域の土地について、受
益者負担金の徴収猶予を受けられている方は、未供用に
よる猶予が取消しとなり、８月から徴収開始となります
のでご確認ください。
　なお、平成23年８月以降、土地の売買や相続等によ
り受益者が変更になっている場合には、下水道課までご
連絡ください。

問い合わせは　下水道課（☎22−1796）へ

後期高齢者医療制度「保険料率改定」のお知らせ
　平成24年度および平成25年度の保険料率（被保険者均等割額・所得割率）が決まりましたので、

次のとおりお知らせします。なお、保険料率は２年ごとに改定を行うことになっています。

被保険者均等割額 　48,900円（被保険者全員が等しく負担） 所得割率　9.51％（被保険者が所得に応じて負担）

【保険料の計算方法】

　保険料 ＝ 被保険者均等割額48,900円　＋｛（総所得金額等－33万円）×所得割率9.51％｝
　被保険者均等割額と所得割額を合計して個人単位で計算します。保険料の上限は年額55万円です。

【保険料の軽減】

　所得の低い方および国保・国保組合以外の健康保険の被扶養者であった方は、次のとおり保険料が軽減されます。

問い合わせは　ながいき課（☎22−8064）または徳島県後期高齢者医療広域連合（☎088−677−3666）へ

被保険者均等割額の軽減

　世帯主と世帯の被保険者の所得額の合計に応じて、均等
割額が世帯単位で軽減されます。

所得割額の軽減

　被保険者の基礎控除（33万円）後の総所得金額等に応
じて、所得割額が軽減されます。

被用者保険の被扶養者であった場合の軽減

　後期高齢者医療制度加入の前日まで、国保・国保組合以
外の健康保険の被扶養者となっていた方が対象となります。

基礎控除（33万円）後の
総所得金額等

所得割の軽減割合

58万円以下 ５割

均等割額 所得割額

９割軽減 負担なし

世帯の所得額の合計 均等割額の
軽減割合

33万円以下で、世帯内の被保険者全員の所得が
ない（年金収入80万円以下）

９割

33万円以下 ８. ５割

33万円＋
（24万５千円×世帯主以外の被保険者数）以下

５割

33万円＋（35万円×被保険者数）以下 ２割

凡　　例

今回の供用開始区域
（H24.4.1）

前回の供用開始区域
（H23.4.1）

事業区域広報13



News Oasis

四
国
初
！
市
と
税
務
署
が

合
同
で
申
告
を
受
け
付
け

　

徳
島
県
と
中
国
湖
南
省
と
を
結
ぶ
定
期
チ
ャ
ー
タ
ー
便
の
就
航
が
、
１
月

23
日
か
ら
始
ま
っ
た
こ
と
を
受
け
、
県
内
各
地
で
中
国
か
ら
の
観
光
客
を
受

け
入
れ
る
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
も
、
観
光
地
案
内
が
で
き
る
程
度
の
語
学
力
を
身
に
つ
け
て
も
ら

お
う
と
、
１
月
11
日
か
ら
ひ
ま
わ
り
会
館
で
中
国
語
教
室
を
開
催
。
市
内
外

か
ら
集
ま
っ
た
30
人
の
受
講
生
は
、
日
本
と
中
国
と
の
生
活
習
慣
の
違
い
や

基
本
文
法
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　

23
年
前
に
台
湾
か
ら
来
日
し
た
講
師
の
永
本
智
富
さ
ん
は
、「
異
国
の
言

葉
を
覚
え
る
た
め
に
は
、
何
か
を
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
大
切
で
す
。」

と
受
講
生
に
呼
び
か
け
、
テ
キ
ス
ト
や
プ
リ
ン
ト
を
用
い
て
熱
心
に
指
導
。

受
講
生
は
、
発
音
練
習
な
ど
を
繰
り
返
し
、
テ
レ
サ
・
テ
ン
の
「
時
の
流
れ

に
身
を
ま
か
せ
」
を
中
国
語
バ
ー
ジ
ョ
ン
で
歌
う
練
習
で
は
、
回
を
重
ね
る

ご
と
に
大
き
な
声
で
歌
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

受
講
生
の
中
で
は
最
年
長
で
、
中
国
に
よ
く
旅
行
し
て
い
る
と
い
う
讃
岐

章
男
さ
ん
（
90
歳
・
黒
津
地
町
）
は
、「
旅
先
で
中
国
人
と
の
会
話
を
楽
し

み
た
い
。」
と
、
最
前
列
に
座
っ
て
熱
心
に
受
講
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

全
10
回
の
教
室
で
語
学
力
を
身
に
つ
け
た
受
講
生
の
皆
さ
ん
。
記
念
撮
影

で
は
、「
私
た
ち
が
ご
案
内
し
ま
す
」
と
い
わ
ん
ば
か
り
の
自
信
に
満
ち
た

笑
顔
で
、
県
南
へ
の
観
光
を
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。

　

阿
南
市
と
阿
南
税
務
署
は
、
納
税
相
談
の
効
率
化

と
申
告
者
の
利
便
性
向
上
を
図
る
た
め
、
平
成
23
年

分
の
所
得
に
か
か
る
市
・
県
民
税
お
よ
び
所
得
税
の

申
告
受
付
を
同
一
会
場
で
行
う
こ
と
と
し
、
２
月
16

日
か
ら
阿
南
市
商
工
業
振
興
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
合

同
で
申
告
受
付
を
行
い
ま
し
た
。

　

受
付
会
場
に
は
、
確
定
申
告
書
を
作
成
す
る
テ
ー

ブ
ル
、
申
告
内
容
を
パ
ソ
コ
ン
入
力
す
る
テ
ー
ブ
ル
、

市
・
県
民
税
の
申
告
窓
口
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
申

告
に
訪
れ
た
人
は
、
申
告
書
の
作
成
度
合
い
や
申
告

の
内
容
に
応
じ
て
係
員
に
案
内
さ
れ
、
税
務
署
の
職

員
や
県
、
市
の
職
員
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が

ら
申
告
を
済
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
取
組
は
、
四
国
26
税
務
署
管
内
で
は
初

め
て
。
窓
口
で
の
混
雑
が
解
消
さ
れ
、
同
一
会
場
で

申
告
を
済
ま
せ
ら
れ
る
と
好
評
で
、
来
年
以
降
も
実

施
し
て
い
く
予
定
で
す
。

伝
統
文
化
を
掘
り
起
こ
し
て

地
域
に
活
力
を

　

埋
も
れ
ゆ
く
伝
統
文
化
を
掘
り
起
こ
し
て
後
継
者
の

育
成
に
つ
な
げ
、
交
流
の
輪
を
広
げ
よ
う
と
、
２
月
25

日
、
文
化
会
館
夢
ホ
ー
ル
で
「
村
お
こ
し
伝
統
文
化
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開
催
さ
れ
、
約
６
０
０
人
が
地
域

に
伝
わ
る
民
俗
芸
能
な
ど
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
平
成
23
年
度
阿
南
市
伝
統
文
化
等
補

助
金
事
業
を
活
用
し
て
、
伝
統
文
化
の
継
承
事
業
な
ど

に
取
り
組
む
10
団
体
が
、
そ
の
成
果
を
発
表
す
る
場
と

し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
原
の
獅
子
舞
保
存
会
（
那
賀

川
町
）
に
よ
る
「
原
の
獅
子
舞
」
で
は
、
蛇
の
目
の
丸

傘
を
差
し
て
獅
子
を
曳ひ

き
出
し
て
く
る
「
曳
き
出
し
」

や
、
獅
子
を
大
蛇
に
見
立
て
て
の
た
う
つ
様
を
演
じ
た

「
の
た
う
ち
」
の
舞
が
披
露
さ
れ
、
緊
迫
感
の
あ
る
や

り
取
り
や
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
舞
に
、
会
場
か
ら
は
大
き

な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

市役所と税務署の２つの受付看板が並ぶ申告会場のようす。

「曳き出し」の一場面。舞台からは緊迫感が伝わってきます。

県南への観光を呼びかける受講生の皆さん。

中国語を学んで
　観光客をもてなそう
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春
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
〝
活
竹
祭
〟

１
万
人
の
人
出
で
に
ぎ
わ
う

ア
フ
ガ
ン
に
届
け
！
加
茂
谷
中
の
思
い

　

平
成
３
年
10
月
に
「
第
32
回
全
国
竹
の
大
会
」
が
阿
南
市

で
開
催
さ
れ
た
こ
と
を
機
に
始
ま
っ
た
「
活
竹
祭
」
は
、
阿

南
の
や
る
気
・
元
気
・
活
気
あ
ふ
れ
る
春
の
一
大
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
人
々
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
20
回
目
を
迎
え
た
今

年
も
、
多
彩
な
催
し
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
約
１
万
人
の
人
出

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

春
の
温
か
な
空
気
に
包
ま
れ
た
３
月
３
日
、
阿
南
市
民
会

館
前
に
は
50
を
超
え
る
模
擬
店
が
並
び
、
特
産
品
の
販
売
や

竹
細
工
づ
く
り
な
ど
体
験
コ
ー
ナ
ー
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
な

か
で
も
人
気
を
集
め
て
い
た
の
が
「
あ
な
ん
丼
」。
漁
獲
高

日
本
一
を
誇
る
「
鱧は
も

」
を
使
っ
た
丼
メ
ニ
ュ
ー
が
手
ご
ろ
な

価
格
で
食
べ
ら
れ
る
と
あ
っ
て
、
店
先
に
は
長
い
列
が
で
き

て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
四
国
放
送
ア
ナ
ウ
ン
ス
部
・
遠
藤
彰
良
さ
ん
の
コ

ミ
カ
ル
な
ト
ー
ク
で
開
幕
し
た
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

火
付
盗
賊
に
よ
る
フ
ァ
イ
ア
ー
ダ
ン
ス
や
レ
ー
モ
ン
ド
松
屋

さ
ん
な
ど
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

歌
い
な
が
ら
ポ
ー
ズ
を
と
る
新
感
覚
な
ス
テ
ー
ジ
で
観
客
を

魅
了
し
た
ア
ン
・
セ
ゾ
ン
の
青
木
成
美
さ
ん
（
阿
南
市
出
身
）

は
、「
ふ
る
さ
と
の
温
か
さ
を
感
じ
ま
す
。」
と
、
笑
顔
で
歓

声
に
応
え
て
い
ま
し
た
。

　

発
展
途
上
国
な
ど
十
分
な
環
境
の
も
と
で
勉
強
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
子
ど
も
た
ち
に
支
援
の
手
を
差
し
伸
べ
よ
う
と
、
加
茂
谷
中
学
校
生

徒
会
で
は
、
平
成
19
年
度
か
ら
ラ
ン
ド
セ
ル
募
金
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
今
年
も
55
個
の
使
用
済
み
ラ
ン
ド
セ
ル
が
中
学
校
に
届
け
ら

れ
、
３
月
９
日
、
ジ
ョ
イ
セ
フ
（
国
際
援
助
団
体
）
を
通
じ
て
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
平
成
18
年
に
行
わ
れ
た
「
中
高
生
に
よ
る
人
権
交
流

会
」
で
、
当
時
の
３
年
生
が
「
戦
火
の
中
の
子
ど
も
た
ち
」
を
発
表
し

た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
始
ま
り
ま
し
た
。
戦
時
下
に
あ
る
国
や
発
展
途

上
国
の
十
分
と
は
い
え
な
い
教
育
環
境
を
知
っ
た
生
徒
た
ち
が
、「
私

た
ち
に
何
か
で
き
な
い
か
」
と
発
案
し
た
の
が
「
ラ
ン
ド
セ
ル
募
金
」。

そ
の
思
い
は
、
今
も
後
輩
た
ち
に
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

使
用
済
み
ラ
ン
ド
セ
ル
の
回
収
は
、
地
元
の
小
学
校
を
卒
業
し
た
生

徒
を
中
心
に
呼
び
か
け
、
最
近
で
は
加
茂
谷
地
域
以
外
か
ら
も
届
く
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
20
個
、
40
個
、
55
個
と
年
々
増
加
す
る
ラ
ン
ド
セ

ル
を
前
に
、
生
徒
た
ち
に
笑

顔
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

３
月
８
日
、
生
徒
会
役
員

が
集
ま
り
発
送
準
備
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
磨
い
た
ラ
ン
ド

セ
ル
に
鉛
筆
と
ノ
ー
ト
を
入

れ
、
一
つ
一
つ
丁
寧
に
段
ボ

ー
ル
箱
に
詰
め
込
み
ま
し
た
。

「
こ
の
ラ
ン
ド
セ
ル
を
使
っ

て
し
っ
か
り
勉
強
し
て
、
世

界
に
貢
献
で
き
る
立
派
な
大

人
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。」

と
生
徒
会
会
長
の
安
富
和
希

さ
ん
（
２
年
・
加
茂
町
）。

み
ん
な
の
思
い
が
こ
も
っ
た

ラ
ン
ド
セ
ル
は
、
約
７
千
キ

ロ
の
旅
を
経
て
、
恵
ま
れ
な

い
子
ど
も
た
ち
の
手
に
届
け

ら
れ
ま
す
。

　

大
阪
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
と
連
携
協
力
し
て
「
も
の
づ

く
り
」
や
「
ま
ち
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
阿
南
市
の
活
性
化
を

考
え
る
取
組
で
、
平
成
23
年
度
事
業
の
成
果
発
表
が
、
２
月
28

日
、
ひ
ま
わ
り
会
館
で
行
わ
れ
、
岩
浅
市
長
を
は
じ
め
関
係
者

約
50
人
が
研
究
成
果
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
ち
づ
く
り
班
か
ら
は
、
過
去
の
災
害
の
伝
承
・
被
伝
承
経

験
に
着
目
し
た
「
地

※
域
知
に
お
け
る
災
害
文
化
の
伝
承
に
関
す

る
研
究
」
な
ど
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
大
学
院
生
は
阿
南
高
専

の
学
生
と
共
同
で
、
福
井
町
湊
地
区
を
対
象
に
聞
き
取
り
調
査

な
ど
を
行
い
、
生
活
防
災
の
観
点
か
ら
災
害
文
化
を
伝
承
す
る

意
義
を
考
察
。
災
害
文
化
の
伝
承
経
験
を
取
り
入
れ
た
防
災
教

育
の
必
要
性
や
生
活
防
災
の
大
切
さ
を
導
き
出
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
も
の
づ
く
り
班
か
ら
は
、
新
産
業
を
創
造
し
雇
用
を

生
み
出
し
て
地
域
活
性
化
を
促
す
こ
と
を
目
的
に
「
阿
南
市
の

地
域
資
源
と
関
西
圏
中
小
企
業
の
も
の
づ
く
り
を
融
合
し
た
ニ

ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
造
」
に
つ
い
て
の
提
案
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
18
日
に
は
、
福
井
公
民
館
で
ま
ち
づ
く
り
班
に
よ
る
研

究
報
告
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
※
地
域
知
と
は
、地
域
で
培
わ
れ
て
き
た
知
識
な
ど
の
こ
と
。）

大阪大学との連携協力
４年目の研究成果を発表

生徒会役員の皆さん。



３
月
定
例
市
議
会 

市
長
所
信

　

３
月
議
会
が
３
月
２
日
か
ら
21
日
ま
で
の
20
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
日
に
は
、
議
案
審
議
に
先
立
ち
、
当
面
す
る
市
政
の
重
要
課
題
に
つ
き
ま
し
て
、
市
長
よ
り

所
信
が
表
明
さ
れ
ま
す
。
今
議
会
で
表
明
さ
れ
た
主
な
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

防
災
対
策

　

近
い
将
来
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
南
海
ト
ラ

フ
の
巨
大
な
地
震
・
津
波
に
対
す
る
備
え
を

万
全
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
お
り
、
当
面
は
県
の
最
終
報
告
が
公
表

さ
れ
る
ま
で
の
間
、
平
成
23
年
12
月
21
日
に

県
か
ら
公
表
さ
れ
た
津
波
高
暫
定
値
を
緊

急
・
暫
定
的
な
目
安
と
し
て
避
難
場
所
・
避

難
経
路
な
ど
の
避
難
対
策
の
検
証
に
努
め
て

い
く
所
存
で
す
。

　

ま
た
、
地
域
防
災
計
画
や
津
波
防
災
マ
ッ

プ
の
見
直
し
に
つ
き
ま
し
て
も
、
市
民
の
皆

様
か
ら
ご
提
供
い
た
だ
く
津
波
避
難
可
能
場

所
の
情
報
や
、
皆
様
の
ご
意
見
・
ご
提
言
を

反
映
し
な
が
ら
、
避
難
場
所
・
避
難
経
路
等

の
見
直
し
を
行
い
、
本
市
独
自
の
地
域
防
災

計
画
お
よ
び
津
波
防
災
マ
ッ
プ
な
ど
を
策
定

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

防
災
行
政
無
線
の
整
備

　

現
在
の
ア
ナ
ロ
グ
方
式
か
ら
デ
ジ
タ
ル
方

式
に
移
行
す
る
た
め
、
平
成
22
年
度
に
防
災

行
政
無
線
施
設
整
備
基
本
計
画
を
策
定
し
、

平
成
23
年
度
に
実
施
設
計
が
完
了
す
る
こ
と

か
ら
、
い
よ
い
よ
平
成
24
年
度
か
ら
約
３
年

　
紙
面
の
都
合
上
、
抜
粋
し
て
要
旨
部
分
の

み
掲
載
し
て
い
ま
す
。
全
文
を
ご
覧
に
な
り

た
い
方
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、
後
日
作
成
さ
れ
ま
す
市
議
会
会
議

録
は
市
立
図
書
館
等
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

間
を
か
け
、
沿
岸
地
域
を
優
先
的
に
工
事
を

施
行
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
整
備
を
予
定
し
て
い
る
新
し
い
防

災
行
政
無
線
の
概
要
と
し
ま
し
て
は
、
災
害

時
に
は
本
庁
か
ら
一
斉
放
送
が
可
能
と
な
る

ほ
か
、
Ｊジ
ェ
イ

−

ア
ラ
ー
ト
（
全
国
瞬
時
警
報
シ

ス
テ
ム
）
と
接
続
す
る
と
、
緊
急
地
震
速
報

や
有
事
の
際
の
放
送
が
自
動
で
行
う
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
親
局
設
備
と
子
局
設
備
の
間
で

の
双
方
向
通
話
機
能
、
文
字
に
よ
る
情
報
提

供
も
可
能
に
な
る
こ
と
か
ら
、
災
害
時
に
お

い
て
確
実
に
使
用
で
き
る
通
信
手
段
を
確
保

す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
の
生
命
、
財
産
の

保
護
を
目
的
と
し
た
防
災
行
政
無
線
シ
ス
テ

ム
が
構
築
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

防
犯
灯
の
整
備

　

現
在
、
市
内
に
は
５
千
８
百
灯
の
蛍
光
灯

式
の
防
犯
灯
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ

の
度
、
日
亜
化
学
工
業
株
式
会
社
様
か
ら
指

定
寄
附
金
を
い
た
だ
き
、
本
市
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防

犯
灯
の
整
備
に
必
要
な
資
金
の
財
源
に
充
て

る
た
め
の
基
金
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

こ
の
基
金
を
活
用
し
な
が
ら
、
平
成
24
年

度
か
ら
市
内
に
設
置
し
て
い
る
蛍
光
灯
式
防

犯
灯
を
、
順
次
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
に
交
換
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

防
災
公
園
の
整
備
状
況

　

平
成
21
年
度
か
ら
整
備
を
進
め
て
き
ま
し

た
市
内
３
地
区
の
防
災
公
園
の
う
ち
、
橘
地

区
防
災
公
園
が
平
成
23
年
度
末
に
完
成
し
ま

す
。

　

敷
地
面
積
は
１
万
８
百
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、

避
難
地
の
高
さ
は
阿
南
市
の
津
波
防
災
マ
ッ

プ
に
基
づ
き
、
下
段
10
メ
ー
ト
ル
、
上
段
15

メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
避
難
可
能
な
広
場
面
積

は
約
３
２
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
、
収
容
可
能

人
数
は
標
準
値
で
１
６
０
０
人
で
す
。

　

公
園
の
施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
災
害
応

急
対
策
施
設
と
し
て
、
床
面
積
１
０
０
平
方

メ
ー
ト
ル
の
備
蓄
倉
庫
や
防
災
仕
様
の
ト
イ

レ
、
ま
た
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
採
用
し
た
ソ
ー
ラ
ー

照
明
、
東
屋
、
炊
き
出
し
可
能
な
カ
マ
ド
ベ

ン
チ
な
ど
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

完
成
後
は
、
平
常
時
に
は
子
ど
も
や
高
齢

者
を
は
じ
め
誰
も
が
憩
い
の
場
と
し
て
利
用

し
て
い
た
だ
け
る
公
園
と
し
て
、
ま
た
、
災

害
発
生
時
に
は
、
近
隣
住
民
の
一
次
避
難
場

所
と
な
る
、
防
災
機
能
を
備
え
た
都
市
公
園

と
な
り
ま
す
。

東
京
事
務
所
の
設
置

　

私
は
３
期
目
に
か
け
る
市
政
運
営
の
基
本

姿
勢
と
し
ま
し
て
、「
風
を
読
み
、
積
極
果

敢
に
攻
め
る
行
政
」
を
掲
げ
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今
、
我
が
国
は
少
子
高
齢
化
や

国
際
情
勢
の
変
遷
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
で
大
き
な
転
機
を
迎
え
よ
う
と
し
て
お
り
、

国
と
自
治
体
を
結
ぶ
仕
組
み
や
役
割
も
例
外

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
中
で
、
将
来

を
見
据
え
た
「
強
い
自
治
体
、
阿
南
市
」
を

築
く
た
め
に
は
、
刻
々
と
変
化
す
る
政
策
や

経
済
の
情
報
を
い
ち
早
く
察
知
し
、
他
の
自

治
体
に
先
駆
け
て
行
動
を
起
こ
し
て
い
く
積

極
的
な
姿
勢
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、「
人
・
物
・
情
報
」
が
集
積
し
、

政
治
・
経
済
・
産
業
・
文
化
の
中
心
地
で
あ

る
首
都
「
東
京
」
に
、
市
独
自
の
出
先
機
関

と
し
て
東
京
事
務
所
を
設
置
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
事
務
所
は
、
国
の
各
省
庁
の
政

策
や
経
済
に
関
す
る
情
報
収
集
や
各
種
要
望

活
動
の
拠
点
と
し
て
、
ま
た
、
本
市
の
特
産

品
や
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
、
さ
ら
に

は
経
済
・
文
化
な
ど
幅
広
い
分
野
で
活
躍
す

る
阿
南
市
出
身
者
の
掘
り
起
こ
し
や
交
流
な

ど
の
役
割
を
担
う
予
定
で
す
。
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新
庁
舎
の
建
設

　

平
成
24
年
度
に
分
庁
舎
を
解
体
し
て
、
新

庁
舎
高
層
部
の
建
築
工
事
に
着
手
す
る
こ
と

と
し
て
お
り
、
平
成
27
年
末
の
完
成
を
め
ざ

し
て
事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

新
庁
舎
は
、
行
政
機
能
以
外
に
も
防
災
拠

点
機
能
、
市
民
開
放
機
能
な
ど
を
備
え
る
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
に
併
せ
て
、

地
球
環
境
に
や
さ
し
い
庁
舎
と
し
て
も
計
画

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

建
物
内
に
は
風
の
通
り
道
を
つ
く
り
、
空

気
を
循
環
さ
せ
る
こ
と
で
自
然
換
気
期
間
の

延
長
や
省
エ
ネ
空
調
を
行
う
ほ
か
、
大
規
模

太
陽
光
発
電
や
全
館
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の
採
用
、

自
然
光
の
取
り
入
れ
な
ど
、
目
に
見
え
る
形

で
省
CO2
を
実
現
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
組
は
、
国
か
ら
省
CO2
推
進
の

先
導
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
認
め
ら
れ
、

施
設
整
備
費
の
一
部
が
補
助
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　

地
方
自
治
体
の
庁
舎
で
は
、
新
潟
県
長
岡

市
に
次
い
で
全
国
で
２
例
目
、
四
国
で
は
初

め
て
の
採
択
と
な
る
た
め
、
地
球
環
境
に
配

慮
し
た
省
CO2
技
術
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
と
し
て
も
全
国
に
情
報
発
信
し
、
技

術
の
普
及
、
波
及
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

庁
舎
建
て
替
え
に
伴
う

仮
庁
舎
へ
の
移
転

　

新
し
い
庁
舎
は
２
段
階
で
の
建
て
替
え
を

計
画
し
て
お
り
、
ま
ず
分
庁
舎
を
解
体
し
、

解
体
後
に
新
庁
舎
高
層
部
を
建
設
す
る
こ
と

か
ら
、
現
在
、
分
庁
舎
へ
配
置
し
て
い
る
部

署
に
つ
き
ま
し
て
は
仮
庁
舎
等
へ
の
移
転
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
旧
阿
南
保
健
所
、
旧
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
阿
南
を
仮
庁
舎
と
し
て
使
用
す
る
ほ

か
、
那
賀
川
、
羽
ノ
浦
両
支
所
に
も
一
部
の

部
署
を
配
置
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
市
役

所
の
休
業
日
に
移
転
作
業
を
行
い
、
一
部
の

部
署
は
４
月
２
日
か
ら
、
そ
の
他
の
部
署
に

つ
い
て
は
５
月
７
日
か
ら
移
転
先
で
業
務
を

行
う
計
画
と
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
工
事
期
間
中
、
大
変

ご
不
便
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
ご
理
解
、

ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

陸
上
自
衛
隊
徳
島
駐
屯
地

　

平
成
11
年
９
月
に
旧
那
賀
川
町
議
会
に
お

き
ま
し
て
「
陸
上
自
衛
隊
誘
致
促
進
決
議
」

が
な
さ
れ
、
そ
の
後
に
お
け
る
旧
那
賀
川
町

で
の
熱
心
な
誘
致
活
動
を
は
じ
め
、
防
衛
省

お
よ
び
関
係
各
位
の
多
大
な
る
ご
尽
力
と
、

自
衛
隊
に
対
す
る
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
を

賜
り
ま
し
て
、
待
望
の
徳
島
駐
屯
地
が
こ
の

ほ
ど
完
成
の
は
こ
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
の
東
日
本
大
震
災
を
踏
ま
え
、
市
内

に
第
14
施
設
中
隊
を
主
力
と
す
る
部
隊
が
駐

屯
し
、
松
茂
町
の
第
14
飛
行
隊
と
と
も
に
徳

島
県
の
防
衛
警
備
・
災
害
派
遣
お
よ
び
民
生

協
力
を
担
当
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
は
、
地

元
自
治
体
と
し
て
非
常
に
有
益
で
あ
り
、
各

種
災
害
時
に
迅
速
な
対
応
が
可
能
と
な
る
こ

と
か
ら
、
誠
に
心
強
い
限
り
で
す
。

高
齢
者
福
祉
計
画
お
よ
び

介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定

　

平
成
24
年
度
か
ら
26
年
度
ま
で
を
期
間
と

す
る
、
高
齢
者
福
祉
計
画
と
第
５
期
介
護
保

険
事
業
計
画
の
一
体
的
な
見
直
し
に
つ
い

て
、
平
成
23
年
度
に
お
き
ま
し
て
、
計
画
策

定
審
議
会
を
３
回
開
催
し
、
審
議
委
員
さ
ん

に
内
容
を
調
査
、
審
議
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ

で
す
。

　

見
直
し
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
今
後
３
カ

年
の
阿
南
市
高
齢
者
福
祉
施
策
の
全
体
像
を

示
す
も
の
と
し
て
、
地
域
包
括
ケ
ア
の
推
進

を
最
大
の
テ
ー
マ
に
、
こ
の
計
画
の
基
本
理

念
を
引
き
続
き
「
高
齢
者
が
い
き
い
き
と
輝

き
、
住
み
慣
れ
た
地
域
社
会
で
暮
ら
し
続
け

ら
れ
る
、共
に
支
え
あ
う
温
か
い
長
寿
社
会
」

と
定
め
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
基
本
理
念
を
達
成
す
る
た
め
に

「
地
域
包
括
ケ
ア
体
制
づ
く
り
」「
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
と
質
の
向
上
」「
介
護
予
防
の

推
進
」「
高
齢
者
の
社
会
参
加
の
促
進
」
の

４
つ
の
目
標
を
掲
げ
、
事
業
計
画
に
基
づ
く

各
種
施
策
を
推
進
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

な
お
、
国
の
試
算
に
よ
り
ま
す
と
、
第
５

期
介
護
保
険
事
業
運
営
期
間
に
お
け
る
第
１

号
保
険
料
は
、
高
齢
化
の
進
展
や
介
護
報
酬

改
定
に
よ
る
給
付
費
の
増
加
に
よ
り
、
基
準

保
険
料
が
全
国
平
均
で
月
額
約
１
千
円
の
上

昇
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
な
か
、
本
市
の
介
護
保
険
料

に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
今
の
高
齢
者
を
取
り

巻
く
社
会
情
勢
に
配
慮
し
、
本
市
独
自
の
施

策
と
し
て
、
平
成
18
年
度
以
降
６
年
間
講
じ

て
き
た
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
れ
に
よ
る
介

護
保
険
料
額
の
抑
制
を
、
平
成
24
年
度
か
ら

の
３
年
間
に
つ
き
ま
し
て
も
継
続
し
、
保
険

料
の
上
昇
を
極
力
抑
え
る
こ
と
と
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

奨
学
資
金
貸
付
制
度

　

本
制
度
は
、
修
学
の
意
欲
が
あ
り
な
が
ら
、

経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
お
よ
び
在
学
が
困

難
な
方
に
対
し
て
、
高
校
・
大
学
等
へ
の
就

学
の
機
会
均
等
を
図
る
た
め
、
経
済
的
に
安

心
し
て
就
学
で
き
る
こ
と
を
目
的
に
設
け
ら

れ
た
も
の
で
す
が
、
こ
の
度
、
さ
ら
に
有
利

な
条
件
で
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
制
度
の

拡
充
・
強
化
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
奨
学
金
の
貸
付
額
を
、
高

等
専
門
学
校
（
４
・
５
年
生
）
は
、
月
額
２

万
円
か
ら
３
万
円
に
、
大
学
・
専
修
学
校
は
、

月
額
４
万
円
か
ら
６
万
円
に
そ
れ
ぞ
れ
引
き

上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
貸
付
人
員
に
つ
き
ま
し
て
も
、
高

等
専
門
学
校
（
４
・
５
年
生
）
と
大
学
・
専

修
学
校
を
併
せ
て
こ
れ
ま
で
の
５
人
以
内
か

ら
10
人
以
内
へ
と
拡
充
す
る
ほ
か
、
貸
し
付

け
条
件
の
緩
和
と
し
ま
し
て
、
他
の
奨
学
金

制
度
の
併
用
が
可
能
に
な
る
の
に
加
え
、
償

還
期
間
の
延
長
を
行
う
な
ど
、
よ
り
一
層
の

制
度
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
定
住
対
策
の
一
環
と
し
て
、
学

校
を
卒
業
し
た
方
の
本
市
へ
の
居
住
を
促
進

す
る
た
め
、
貸
付
を
受
け
た
奨
学
生
が
、
卒

業
後
に
本
市
に
居
住
し
た
場
合
、
償
還
金
の

一
部
が
免
除
に
な
る
新
た
な
給
付
型
の
要
素

を
取
り
入
れ
た
貸
付
制
度
に
改
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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あなんカルチャー

■文化会館・夢ホール「夢企画」のご案内

　世界三大ピアノの一台であるスタインウェイピアノを
夢舞台で演奏できる「夢企画」。ぜひ、あなたの手でス
タインウェイの感触を感じてみませんか。

夢舞台で１時間ピアノを弾いてみませんか！夢企画1
日時　７月21日㈯・22日㈰　9:30〜16:30
場所　夢ホール　舞台
使用時間　１人１時間（貸切）　
応募資格　市内在住または在勤している方
当選人数　１日５人（合計10人）

ピアノを主としたアンサンブル（合唱含む）
を演奏してみませんか！夢企画2  

日時　10月14日㈰・21日㈰　10:00〜、14:00〜
場所　夢ホール　舞台（平台は設置しない）
内容　ピアノを主にしたアンサンブル(合唱含む)
使用時間　１組２時間（貸切）　
応募資格　代表者が阿南市在住の方
当選組数　４組（1日２組限定）

スタインウェイでピアノ発表会をしてみませんか！夢企画3
日時　平成25年3月31日㈰までの夢ホール未使用日 

9:00〜17:00
場所　夢ホール　楽屋２室
使用料　30,000円（ピアノ・照明・音響・冷暖房・

その他付属設備一式を含む）
応募資格　市内で個人ピアノ教室を開いている方
当選教室数　３教室

■阿南市美術展への出品作品を募集します

　出品を希望される方は、ご準備ください。
開催日　５月４日㈷〜６日㈰　
場所　文化会館
出品資格　市内在住または出身者および本市と関係の深
い方で阿南市美術協会の会員
※小・中学生は出品することはできません。
作品規格　
日本画　６号から50号までで額装または表装
洋画　８号から50号までで額装
書道　聯落以下(表装または軸仕立て、縦横自由)
写真　半切から全紙まででフスマ張り
彫塑・工芸・デザイン　横1.5ｍ×縦1.5ｍまで
※額装には、ガラスを用いないこと。
※規格以外の作品は受付・展示できません。
出品点数　１人につき１部門あたり２点まで可
会費・出品料　美術協会年会費1,500円（初めて出品さ
れる方、３年以上出品されていない方は、美術協会入会
金1,000円が必要。）出品料は１点につき500円。
作品の受付・搬入　４月30日㈷　9:30〜12:00

文化会館２階　研修室
※この日以外は受付できません。

問い合わせは　文化振興課（☎22−1798）へ

科
セ
ン
タ
ー

学

ホームページアドレス http://www.ananscience.jp/science/

●夢企画１〜３の共通事項
使用ピアノ　ニューヨーク製スタインウェイ
応募方法　往復はがき（これ以外は無効）に希望する
夢企画番号、住所、氏名、電話番号を記入のうえ、文
化会館へお申し込みください。なお、応募は各企画お
１人（組）様１枚です。複数の応募不可。
応募締切　夢企画１、夢企画３ … ５月31日㈭
　　　　　夢企画２ … 7月31日㈫
　　　　　※当日消印有効
当選者発表　返信用はがきの発送をもって発表としま
す。応募多数の場合は抽選により決定します。当選者
の方とは、後日、日程等の打ち合わせを行います。
※くわしくは、市ホームページ「阿南市文化会館」を
ご覧ください。
問い合わせは　文化会館（☎21−0808）へ

↑　左上へ続く

↑
　右下からの続き

無料

無料

４
月
１
日
か
ら

各
催
し
の
開
始
時
間
が

変
わ
り
ま
す

お
も
し
ろ
科
学
実
験
（
無
料
）

　

毎
週
土
・
日
曜
日　

午
前
11
時
〜
、
午
後
２
時

20
分
〜
の
２
回
（
夏
休
み
な
ど
長
期
休
業
期
間
の

平
日
は
午
後
２
時
20
分
〜
の
み
）

デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
（
無
料
）

　

毎
週
土
・
日
曜
日
、
夏
休
み
な
ど
長
期
休
業
期

間
の
平
日　

午
後
１
時
30
分
〜
、
３
時
〜
の
２
回

昼
間
の
星
の
観
望
会
（
有
料
・
悪
天
候
中
止
）

　

土
・
日
曜
日
を
除
く
祝
日　

午
前
10
時
30
分
〜
、

午
後
３
時
〜
の
２
回

※
科
学
の
広
場
と
夜
間
天
体
観
望
会
は
従
来
ど
お

り
で
す
。

　

お
持
ち
の
デ
ジ
カ
メ
を
使
っ
て
、
リ
ン
グ
を
持

つ
惑
星
、
土
星
を
撮
影
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日
時　
４
月
29
日
㈰　

午
後
７
時
〜
９
時

対
象　
デ
ジ
カ
メ
を
お
持
ち
で
基
本
操
作
が
で
き

る
小
学
生
以
上

参
加
方
法　
事
前
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
科
学
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
お

申
し
込
み
で
き
ま
す
。

定
員　
30
人

参
加
料　
大
人
３
０
０
円
、
高
校
生
２
５
０
円
、

小
・
中
学
生
２
０
０
円

　

４
年
生
以
上
の
小
学
生
を
対
象
に
、
年
間
12
回

程
度
の
科
学
工
作
な
ど
を
行
い
ま
す
。

参
加
方
法　
学
校
を
通
じ
て
配
布
さ
れ
る
参
加
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
科
学
セ
ン
タ
ー
ま

で
持
参
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
（
希
望
者

多
数
の
場
合
は
抽
選
）

年
会
費　
２
千
円
（
材
料
費
）
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職し
き

、
案あ
ん

主ず

職し
き

、
図ず

師し

職し
き

等
が
あ
る
。

　

預
所
職
は
雑
ざ
っ
し
ょ
う
し
き

掌
職
、
代
官
職
と
も
言
わ
れ

牛
牧
庄
雑
掌
定じ
ょ
う
し
ゅ
ん舜
、
大
野
本
庄
雑
掌
祥
能
、

櫛
渕
庄
預
所
紀
左
衛
門
尉
資
村
な
ど
が
知
ら

れ
て
い
る
。

　

右
庄
官
の
う
ち
下
司
職
は
預
所
を
上
司
と

呼
ぶ
の
に
対
し
、
現
地
の
庄
官
を
下
司
と
言

っ
た
。

　

在
地
の
有
力
な
名
み
ょ
う
し
ゅ主

が
任
命
さ
れ
る
こ
と

が
多
く
、
ほ
と
ん
ど
武
士
化
し
、
世
襲
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
公
文
職
は
下
司
に
属
し

実
務
に
当
た
っ
た
。
在
地
の
名
主
が
任
命
さ

れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

参
考
「
阿
南
市
史
」
第
一
巻

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
終
わ
り
）

庄
（
荘
）
園
の
変
遷

成
立
か
ら
崩
壊
ま
で

　

天
平
十
五
（
七
四
三
）
年
「
墾
田
永
世
私

財
法
」
が
実
施
さ
れ
て
か
ら
庄
園
が
起
こ
っ

た
。
初
期
は
「
自
墾
地
系
庄
園
」
と
呼
ば
れ

る
よ
う
に
庄
園
主
が
自
ら
開
墾
し
管
理
す
る

の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
開
墾
に
従
事
す
る

の
は
公
民
で
あ
り
庄
園
主
と
は
雇
傭
関
係
を

結
ん
で
い
た
。
し
か
し
、
律
令
制
の
ゆ
る
み

と
と
も
に
庄
園
経
営
は
ゆ
る
み
を
み
せ
て
き

た
。

　

と
こ
ろ
が
、
十
世
紀
頃
に
な
る
と
国
司
・

郡
司
の
収
奪
を
免
れ
る
た
め
、
中
央
の
権
門

勢
家
に
寄
進
す
る
者
が
増
え
て
き
た
。
こ
れ

が
「
寄
進
系
庄
園
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
多
く
は
支
配
権
を
自
分
の
手
に

残
し
、
名
目
上
の
庄
園
主
（
領
家
）
に
は
一
定

の
年
貢
を
納
め
た
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

国
司
・
郡
司
か
ら
の
介
入
を
拒
み
、
自
ら
の
利

益
を
保
持
し
た
。

　

し
か
し
、
領
家
が
こ
の
庄
園
の
保
護
を
十
分

に
出
来
な
い
時
、
さ
ら
に
上
級
の
権
門
勢
家

（
本
家
）
に
庄
園
を
寄
進
し
、
自
ら
は
一
定
の

収
益
を
確
保
し
た
。
そ
の
た
め
天
皇
家
や
摂
関

家
に
庄
園
が
集
中
し
た
。
十
二
世
紀
に
は
伊
賀
、

紀
伊
、
和
泉
な
ど
そ
の
八
、
九
割
が
庄
園
化
さ

れ
た
。

　

た
と
え
ば
、
後
白
河
法
皇
の
設
置
し
た
長ち
ょ
う
こ
う講

堂ど
う
り
ょ
う領
の
ご
と
き
は
応
永
十
四
（
一
四
〇
七
）
年

に
は
全
国
で
百
十
二
庄
を
数
え
た
。
那
賀
山
庄

も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

　

は
じ
め
庄
園
主
は
年
貢
の
取
得
の
み
だ
っ
た

が
、
十
一
世
紀
頃
に
は
雑
役
（
公
事
）
の
免
除

を
求
め
、
十
二
世
紀
に
は
国
司
・
郡
司
・
検け

非び

違い

使し

、
さ
ら
に
は
鎌
倉
幕
府
の
守
護
の
介
入
を

も
拒
否
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
鎌
倉

幕
府
が
力
を
つ
け
て
く
る
と
守
護
・
地
頭
の
介

入
が
強
く
な
り
、
庄
園
の
管
理
を
委
ね
た
り
庄

園
を
分
割
し
て
そ
の
一い
っ

半ぱ
ん

を
地
頭
に
渡
さ
ざ
る

を
得
な
く
な
っ
た
。

　

一
方
、
太
政
官
は
国
家
財
政
の
収
入
減
少
に

よ
っ
て
国
家
経
営
に
著
し
く
支
障
を
き
た
す
よ

う
に
な
っ
た
た
め
、
し
ば
し
ば
庄
園
整
理
を
行

っ
た
が
、
実
効
は
少
な
か
っ
た
。

　

結
局
、
豊
臣
秀
吉
の
天
下
取
り
に
伴
う
検
地

の
実
施
に
よ
っ
て
庄
園
は
崩
壊
し
た
。

庄
園
の
管
理

　

庄
園
の
管
理
に
当
た
っ
た
の
は
庄
官
で
あ
る
。

庄
官
に
は
地
頭
職
、
預
あ
ず
か
り
ど
こ
ろ
し
き

所
職
、
下げ

司し

職し
き

、
公く

文も
ん

阿
南
市
の
文
化
財

阿
南
市
文
化
財
保
護
審
議
会

会
長　

湯　
浅　
良　
幸

阿
南

 

ふ
る
さ
と探

訪
其
の
73

お
も
し
ろ
科
学
実
験
（
無
料
）

　

毎
週
土
・
日
曜
日　

午
前
11
時
〜
、
午
後
２
時

20
分
〜
の
２
回
（
夏
休
み
な
ど
長
期
休
業
期
間
の

平
日
は
午
後
２
時
20
分
〜
の
み
）

デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
（
無
料
）

　

毎
週
土
・
日
曜
日
、
夏
休
み
な
ど
長
期
休
業
期

間
の
平
日　

午
後
１
時
30
分
〜
、
３
時
〜
の
２
回

昼
間
の
星
の
観
望
会
（
有
料
・
悪
天
候
中
止
）

　

土
・
日
曜
日
を
除
く
祝
日　

午
前
10
時
30
分
〜
、

午
後
３
時
〜
の
２
回

※
科
学
の
広
場
と
夜
間
天
体
観
望
会
は
従
来
ど
お

り
で
す
。

第
１
回
か
ん
た
ん
天
体
写
真
教
室

「
デ
ジ
カ
メ
で
土
星
を
撮
ろ
う
」

　

お
持
ち
の
デ
ジ
カ
メ
を
使
っ
て
、
リ
ン
グ
を
持

つ
惑
星
、
土
星
を
撮
影
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日
時　
４
月
29
日
㈰　

午
後
７
時
〜
９
時

対
象　
デ
ジ
カ
メ
を
お
持
ち
で
基
本
操
作
が
で
き

る
小
学
生
以
上

参
加
方
法　
事
前
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
科
学
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
お

申
し
込
み
で
き
ま
す
。

定
員　
30
人

参
加
料　
大
人
３
０
０
円
、
高
校
生
２
５
０
円
、

小
・
中
学
生
２
０
０
円

阿
南
市
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ

平
成
24
年
度
ク
ラ
ブ
員
募
集

　

４
年
生
以
上
の
小
学
生
を
対
象
に
、
年
間
12
回

程
度
の
科
学
工
作
な
ど
を
行
い
ま
す
。

参
加
方
法　
学
校
を
通
じ
て
配
布
さ
れ
る
参
加
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
科
学
セ
ン
タ
ー
ま

で
持
参
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
（
希
望
者

多
数
の
場
合
は
抽
選
）

年
会
費　
２
千
円
（
材
料
費
）

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
〒
７
７
９

−

１
２
４
３　

那
賀
川
町
上
福
井
南
川
渕
８

番
地
１　

科
学
セ
ン
タ
ー

（
☎
42

−

１
６
０
０
）
へ

４
月
の
休
館
日　

２
日
㈪
、
９
日
㈪
、
16
日
㈪
、
23
日
㈪

牛岐城趾公園（富岡城跡）
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451

市
民
文
芸

　
　
　

長
谷
川
葉
月

手
を
止
め
て
顔
を
見
合
わ
せ
初
音
聴
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
口　

令
子

立
て
る
今
歩
け
る
今
を
青
き
踏
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
川
よ
し
子

声
変
わ
り
す
る
子
一
口
桜
餅

　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
内　

明
美

雪
音
譜
眺
め
て
唄
う
阿
波
民
謡

　

山
川　

喜
美

猫
の
恋
何
の
騒
ぎ
と
問
う
子
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
矢
美
代
女

婚
の
荷
の
花
嫁
菓
子
と
春
配
る

　

神
野　

利
津

如
月
の
波
が
う
ち
け
す
海
士
の
笛

　
　
　
　
　
　
　
　
　

数
藤　

君
子

早
春
の
明
る
さ
掬す
く

う
舞
扇

　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
上　

侯
代

啓
蟄
の
土
盛
り
上
げ
て
も
ぐ
ら
道

阿

南

川

柳

会

髙

木

旬

笑　

選

川
　
柳

原　

公
美
子

薬
局
で
お
元
気
で
す
か
と
い
わ
れ
て
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
村　

敏
子

欲
捨
て
て
遊
び
な
は
れ
と
魔
女
の
声

　
　
　
　
　
　
　
　
　

持
木　

寿
栄

必
要
と
さ
れ
て
嬉
し
い
精
が
で
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

征
介

乾
杯
を
何
度
聞
い
た
か
酒
の
席

　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
本　

福
笑

年
重
ね
手
よ
り
も
口
が
や
か
ま
し
い

阿
南
市
文
化
祭

短
歌
大
会
作
品

短
　
歌

入
選　
　

	

　
　
　
　
　

新
居　

久
子

葡
萄
園
に
並
ぶ
ひ
孫
の
膝
小
僧
指
先
も
あ
ら
口
も
紫

入
選　
　

	

　
　
　
　
　

林　

ヤ
ス
子

葬
送
の
車
の
窓
に
白
き
蝶
右
に
左
に
別
れ
を
お
し
む

　
　
　
　
　
　
　

森　

ゆ
き
子

お
四
国
を
終
え
て
結
願
大
窪
寺
見
上
げ
る
大
師
の
口

も
と
の
笑
む

　
　
　
　
　
　
　

西
崎
ま
き
子

法
要
の
部
屋
に
咲
き
つ
ぐ
百
合
の
蕊し
べ

異
端
の
ご
と
く

不
気
味
に
光
る

　
　
　
　
　
　

山
田
ノ
ブ
コ

子
房
残
す
役
目
終
え
て
ほ
ろ
ほ
ろ
と
地
に
還
り
ゆ
く

梨
の
花
び
ら

　
　
　
　
　
　
　

小
熊　

節
子

も
み
じ
せ
し
桜
葉
散
る
を
見
て
お
り
ぬ
秋
を
織
り
な

す
姫
の
舞
か
と

　
　
　
　
　
　
　

中
原　
　

一

草
も
木
も
焦
す
ば
か
り
の
精し
ょ
う
り
ょ
う
え

霊
会
ち
ち
は
馬う
ま
お
い

追
虫
と

な
り
て
も
ど
り
つ

阿
南
市
俳
句
連
合
会
選

俳
　
句

	

大
西　

樫
木

裸
婦
像
の
身
を
捩よ
じ

り
居
り
寒
も
ど
り

　

私
は
方
向
音
痴
で
あ
る
。
生
ま
れ
て

こ
の
か
た
羽
ノ
浦
町
を
出
た
こ
と
が
な

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
近
く
の
団
地
に

行
く
と
必
ず
道
を
間
違
え
る
。
そ
れ
な

ら
と
カ
ー
ナ
ビ
を
付
け
て
み
た
が
、
音

声
に
従
っ
て
う
ま
く
道
を
曲
が
れ
な
い
。

そ
ん
な
私
に

長
年
付
き
合

わ
さ
れ
た
息

子
た
ち
は
、

標
識
や
看
板

を
よ
く
見
る

人
に
育
っ
た
。

「
落
ち
着
い

て
車
に
乗
っ
て
い
ら
れ
な
い
。」
と
、

よ
く
愚
痴
ら
れ
た
も
の
だ
。
徳
島
市
内

は
今
で
も
未
開
の
地
で
あ
り
、
高
速
道

路
を
走
る
こ
と
は
夢
の
ま
た
夢
で
あ
る
。

　

そ
ん
な
私
が
一
人
旅
を
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
き
っ
か
け
は
、
長
男
が
県
外

の
大
学
に
進
学
し
た
こ
と
。
直
通
の
バ

ス
が
あ
っ
た
が
時
間
が
合
わ
ず
、
公
共

交
通
機
関
を
乗
り
継
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
。

車
の
旅
で
な
い
と
は
い
え
、
超
難
関
の
旅

に
変
わ
り
は
な
い
。

　

一
抹
の
不
安
を
抱
え
て
の
ス
タ
ー
ト
と

な
っ
た
が
、
一
歩
踏
み
出
せ
ば
意
外
と
楽

し
く
感
じ
ら
れ
た
。
気
持
ち
も
大
き
く
な

り
勇
気
が
湧
い
て
く
る
。
も
ち
ろ
ん
、
道

に
は
迷
っ
た
が
、
人
に
道
を
尋
ね
な
が
ら

目
的
地
を
め
ざ
し
た
。
お
土
産
を
買
っ
て

帰
路
に
就
く
こ
ろ
に
は
、
心
は
楽
し
さ
と

自
信
で
満
た
さ
れ
て
い
た
。

そ
れ
ま
で
無
理
だ
と
あ
き

ら
め
て
い
た
一
人
旅
も
、

い
ざ
挑
戦
し
て
み
る
と
意

外
と
い
け
る
も
の
だ
。

　

出
会
っ
た
人
に
感
謝
し

て
珍
道
中
を
振
り
返
っ
て

み
た
。
ま
た
行
き
た
い
な

…
。
自
然
に
そ
う
思
え
た
。

　

方
向
音
痴
は
今
も
相
変
わ
ら
ず
―
。
そ

れ
で
も
、
落
ち
込
ま
ず
、
諦
め
ず
、
や
り

た
い
こ
と
に
挑
戦
し
た
い
と
心
は
キ
ラ
キ

ラ
輝
い
て
い
る
。
心
の
中
の
迷
い
は
な
く

な
っ
た
よ
う
だ
。

　

次
は
、
羽
ノ
浦
町
の
篠
原
早
耶
さ
ん
に

お
願
い
し
ま
す
。

心
は
キ
ラ
キ
ラ
…

羽ノ浦町
千田 弥生さん
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としょかんライフ

巡回日 曜日 駐 車 場 所 時　　　間 巡回日 曜日 駐 車 場 所 時　　　間
4月5日 ㈭ 阿 南 荘 前 13：30〜14：00 12日 ㈭ 上 中 分 館 前 14：15〜14：45

老 人 ホ ー ム 福 寿 荘 前 14：20〜14：50 13日 ㈮ 桑野コミュニティセンター前 14：00〜14：40
王 子 製 紙 社 宅 前 15：00〜15：30 山 口 分 館 前 14：50〜15：20

6日 ㈮ 新 野 公 民 館 前 13：45〜14：20 17日 ㈫ 大 潟 分 館 前 14：00〜14：30
新 野 駅 前 14：30〜15：00 見 能 林 公 民 館 前 14：40〜15：10

10日 ㈫ 加 茂 谷 中 学 校 前 12：50〜13：20 18日 ㈬ 椿 公 民 館 前 13：45〜14：15
加 茂 谷 幼 稚 園 前 13：40〜14：20 旧 椿 泊 保 育 所 前 14：30〜15：00
大 野 公 民 館 前 14：30〜15：00 19日 ㈭ 長 生 公 民 館 前 13：30〜14：00

11日 ㈬ 福 井 中 学 校 前 12：50〜13：30 宝 田 公 民 館 前 14：10〜14：40
旧 福 井 南 小 学 校 前 13：45〜14：10 20日 ㈮ 橘 町 井 内 新 聞 店 前 13：50〜14：30
橘 団 地 前 14：30〜15：00 阿 南 県 営 住 宅 前 14：40〜15：10

どなたでも無料でご利用いただけます。なお、雨天の場合は日程を変更することがあります。 
阿南図書館　☎23－2020

移動図書
館「わかたけ号」巡回日程表

阿南市立図書館だより
４ 月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

阿南図書館
9:00〜18:00

土日は17:00まで
☆ 休 ☆ 休 ★ ☆ 休 ☆ 休 ★ 休 休 休

那賀川図書館
10:00〜18:00 ☆ 休 ☆ 休 ◆ ☆ 休 ☆ 休 休 休 休

羽ノ浦図書館
10:00〜18:00 休 ☆ 休 ☆ 休 ☆ 休 休 ☆ 休

（カレンダー中のマーク　休…休館日　☆…おはなし会　★…ぴよちゃんくらぶ　◆阿波公方の苑美化作業）

阿南図書館　☎23－2020ＦＡＸ23－6814
☆おはなしひろば・ひまわり主催
　（毎週日曜日）14:00〜15:00
★ぴよちゃんくらぶ
　赤ちゃん（０〜３歳）のためのおはなし会
　（第２・第４木曜日）10:30〜11:00

那賀川図書館　☎42－3111ＦＡＸ42－3299
☆おはなし会・おはなしのポケット主催
　（毎週日曜日）11:00〜
◆阿波公方の苑（図書館前庭）美化作業
　４月14日㈯　8:30〜10:00
　※雨天の場合は22日㈰に延期します。

☆おはなし会・こすもすおはなし会主催
　（毎週土曜日）14:00〜

羽ノ浦図書館　☎44－2100ＦＡＸ44－2099

Let’s enjoy

　移動図書館車「わかたけ号」は、小説や趣味の本、絵

本、紙しばいなど約2,800冊を乗せて、市内を巡回しな

がら本の貸し出しを行っています。

　読みたい本を事前にリクエストしておくと、巡回日に

受け取ることもできます。

巡回日程は下記のとおり。

　身近な図書館として、

ぜひお立ち寄りください。

　くわしくは阿南図書館

へお問い合わせください。

移動図書館『わかたけ号』を
ご利用ください
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募
集

第
23
回
那
賀
川
流
域

セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ラ
ン
羽
ノ
浦
大
会

参
加
者
募
集

　

雄
大
に
流
れ
る
那
賀
川
を
臨
み
な

が
ら
走
る
自
転
車
競
技
に
参
加
し
ま

せ
ん
か
。

日
時　
５
月
20
日
㈰　

午
前
９
時
10

分
ス
タ
ー
ト
（
受
付
：
８
時
～
）

コ
ー
ス　
▼
Ａ
コ
ー
ス
１
２
０
㌔
▼

Ｂ
コ
ー
ス
50
㌔

参
加
資
格　
Ａ
コ
ー
ス
を
６
時
間
以

内
、
Ｂ
コ
ー
ス
を
３
時
間
以
内
で
完

走
で
き
る
方
。（
未
成
年
者
は
保
護

者
の
承
認
が
必
要
で
す
。）

定
員　
５
０
０
人
（
申
込
順
で
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。）

参
加
料　
大
人
４
千
円
、
中
・
高
生

３
千
円
（
記
念
品
、
保
険
料
、
完
走

証
、
軽
食
等
含
む
）

申
込
締
切
日　
４
月
20
日
㈮

※
申
込
方
法
等
、
く
わ
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
那
賀
川
流
域
セ
ン

チ
ュ
リ
ー
ラ
ン
実
行
委
員
会
事
務
局

福
住
（
☎
44

−

２
１
５
３
）
へ

募
集合

気
道
教
室
練
習
生
募
集

　

合
気
道
を
学
び
な
が
ら
、
日
本
武

道
の
礼
儀
や
心
を
養
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。
子
ど
も
た
ち
の
強
く
、
優
し
く
、

た
く
ま
し
い
心
と
身
体
の
育
成
を
願

っ
て
教
室
を
開
い
て
い
ま
す
。

対
象
年
齢　
５
歳
～
15
歳

稽
古
日
時　
毎
週
金
曜
日　

午
後
７

時
～
８
時

場
所　
武
道
館
（
大
潟
町
）

受
講
料　
月
額
２
千
円
（
別
途
、
入

会
金
２
千
円
が
必
要
）

問
い
合
わ
せ
は　
合
気
道
敷
島
塾
阿

南
道
場　

川
越
（
☎
49

−

４
０
７

７
）
へ

募
集

那
賀
川
ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ

新
年
度
会
員
募
集

　

那
賀
川
ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ

（
一
般
社
団
法
人
：
日
本
ス
ク
エ
ア

ダ
ン
ス
協
会
加
盟
）
で
は
、
４
月
か

ら
始
ま
る
講
習
会
の
新
規
会
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
は
８
人
が
手
を

市民の情報ひろば

取
り
合
い
、
輪
に
な
っ
て
踊
る
爽
や

か
で
楽
し
い
ダ
ン
ス
で
す
。
ウ
エ
ス

タ
ン
の
軽
快
な
音
楽
に
合
わ
せ
て
踊

り
ま
せ
ん
か
。
老
若
男
女
ど
な
た
で

も
楽
し
め
ま
す
。

日
時　
毎
週
金
曜
日　

午
後
７
時
～

９
時

場
所　
富
岡
公
民
館
２
階　

ホ
ー
ル

募
集
期
間　
４
月
30
日
㈪
ま
で

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
那
賀
川

ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ　

松
繁

（
☎
22

−

５
０
１
０
）
へ

募
集ネ

イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
月
例
会

対
象　
小
学
生
以
上
（
幼
児
は
保
護

者
同
伴
で
可
）

日
時
・
内
容　
午
前
10
時
～
正
午

▼
４
月
15
日
㈰　

野
原
の
ネ
イ
チ
ャ

ー
ゲ
ー
ム
（
羽
ノ
浦
町
・
明
見
集
会

所
集
合
）
▼
５
月
13
日
㈰　

竹
や
ぶ

の
探
検
（
上
大
野
町
・
持
井
橋
下
の

河
原
集
合
）
▼
６
月
10
日
㈰　

畑
の

ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
（
徳
島
市
丈
六

町
栗
田
59

−

１　

西
條
さ
ん
の
畑
）

定
員　
各
20
人

持
っ
て
く
る
も
の　
運
動
で
き
る
服

装
、
帽
子
、
水
筒

参
加
料　
１
０
０
円
（
保
険
料
含

む
）
※
５
月
は
２
０
０
円

問
い
合
わ
せ
は　
阿
波
南
部
ネ
イ
チ

ャ
ー
ゲ
ー
ム
の
会　

松
田
（
☎
０
８

０

−

５
６
６
５

−

１
５
６
７
）
へ

募
集

高
齢・障
害・求
職
者

雇
用
支
援
機
構
　
職
業
訓
練
生

　

再
就
職
を
め
ざ
す
求
職
者
の
方
を

対
象
に
、
職
業
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

募
集
訓
練
科　
溶
接
加
工
科

訓
練
期
間　
５
月
７
日
㈪
～
11
月
28

日
㈬

対
象
者　
公
共
職
業
安
定
所
に
求
職

の
申
し
込
み
を
し
て
い
る
方
な
ど
。

※
受
講
料
は
無
料
、
テ
キ
ス
ト
代
等

は
必
要
で
、
選
考
が
あ
り
ま
す
。

募
集
期
間　
４
月
９
日
㈪
ま
で

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
独
立
行

政
法
人
高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用

支
援
機
構
徳
島
職
業
能
力
開
発
促
進

セ
ン
タ
ー
（
☎
０
８
８

−

６
５
４

−

５
１
０
２
）
へ

催
し

羽
ノ
浦
町
岩
脇
公
園
桜
ま
つ
り

　

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
幻
想
的
な

夜
桜
を
見
に
来
ま
せ
ん
か
。
も
ち
ろ

ん
昼
間
は
美
し
い
桜
の
ト
ン
ネ
ル
を

じ
っ
く
り
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト　
４
月
８
日
㈰　

午
前
９

時
30
分
～

場
所　
羽
ノ
浦
桜
づ
つ
み
公
園

内
容　
岩
脇
小
学
校
金
管
バ
ン
ド
・

和
太
鼓
・
琴
・
ナ
ツ
メ
ロ
バ
ン
ド
・

フ
ラ
ダ
ン
ス
・
民
謡
・
阿
波
踊
り
・

野
点
な
ど

※
桜
並
木
で
は
、
お
餅
の
配
布
や
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
行
い
ま
す
。

※
午
前
９
時
～
午
後
４
時
の
間
、
桜

並
木
は
歩
行
者
天
国
と
な
り
ま
す
。

※
駐
車
場
は
桜
づ
つ
み
公
園
お
よ
び

河
川
敷
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ　
４
月
15
日
㈰
ま
で

午
後
６
時
～
10
時
30
分

問
い
合
わ
せ
は　
羽
ノ
浦
町
岩
脇
公

園
桜
ま
つ
り
保
存
会　

亥
本
（
☎
44

−

２
６
３
２
）
へ

催
し津

峯
公
園
桜
ま
つ
り

　

皆
様
の
多
数
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

日
時　
４
月
３
日
㈫　

午
前
10
時
～

場
所　
津
峯
神
社
境
内

内
容　
延
命
餅
投
げ
、
お
楽
し
み
抽

選
会
、
捧
げ
餅
競
争

※
津
峯
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
お
よ
び
参
詣

リ
フ
ト
は
有
料
で
す
。

問
い
合
わ
せ　
津
峯
神
社
（
☎
27

−

０
０
７
８
）
へ

催
しナ

カ
ち
ゃ
ん
メ
モ
リ
ア
ル

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ

日
時　
４
月
28
日
㈯　

午
後
１
時
～

場
所　
那
賀
川
社
会
福
祉
会
館
３
階

内
容　
ナ
カ
ち
ゃ
ん
の
歌　

ほ
か

問
い
合
わ
せ
は　
ナ
カ
ち
ゃ
ん
を
語

り
継
ぐ
会　

吉
岡
（
☎
42

−

３
２
０

８
）
へ
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催し

第41回ＪＡＢＡ四国大会開催
募
集在

住
外
国
人
の
た
め
の

日
本
語
教
室（
春
期
）

日
程　
４
月
１
日
㈰
～
９
月
23
日
㈰

毎
週
日
曜
日
：
午
前
10
時
～
正
午

場
所　
富
岡
公
民
館

講
師　
三
好
晴
子
さ
ん
ほ
か
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
講
師
（
日
本
語
指
導
養
成
講

座
修
了
者
）

参
加
費　
１
０
０
０
円
（
20
回
分
）

教
材　
み
ん
な
の
日
本
語
１
・
２　

各
２
５
０
０
円

学
習
範
囲　
▼
み
ん
な
の
日
本
語
１

（
１
課
～
25
課
）
▼
み
ん
な
の
日
本

語
２
（
36
課
～
50
課
）

申
込
方
法　
①
名
前
②
住
所
③
電
話

番
号
④
国
籍
⑤
書
く
こ
と
が
で
き
る

文
字
（
ひ
ら
が
な
・
カ
タ
カ
ナ
・
漢

字
）
⑥
日
本
語
を
学
習
し
た
期
間
⑦

教
科
書
購
入
希
望
の
有
無
を
申
込
用

紙
に
記
入
、
ま
た
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
阿
南
市
国
際
交
流

協
会　

林
（
☎
23

−

５
５
９
９
）
へ

映
画

「
レ
イ
ル
ウ
ェ
イ
ズ
」上
映
会

　

人
生
を
鉄
道
に
な
ぞ
ら
え
て
描
く

「
レ
イ
ル
ウ
ェ
イ
ズ
」
シ
リ
ー
ズ
の

第
２
弾
。
富
山
の
雄
大
な
風
景
の
中

を
走
る
電
車
と
と
も
に
、
夫
婦
の
絆

を
鮮
や
か
に
描
き
出
し
て
い
ま
す
。

人
生
の
分
岐
点
に
立
つ
、
す
べ
て
の

大
人
た
ち
へ
贈
る
感
動
作
！

日
時　
４
月
15
日
㈰　

午
前
10
時
30

分
～
・
午
後
２
時
～
の
２
回

場
所　
夢
ホ
ー
ル
（
文
化
会
館
）

入
場
料　
前
売
券
：
１
０
０
０
円
、

当
日
券
：
シ
ニ
ア
・
学
生
・
子
ど
も

１
０
０
０
円
、
一
般
１
３
０
０
円

会
員
８
０
０
円

問
い
合
わ
せ
は　
あ
な
ん
で
映
画
を

み
よ
う
会
事
務
局
（
☎
０
９
０

−

２

７
８
８

−

５
４
６
５
）
へ

相
談く

ら
し
の
無
料
相
談

　

労
働
相
談
・
介
護
・
子
育
て
・
税

金
な
ど
、
日
々
の
暮
ら
し
の
悩
み
や

不
安
を
専
門
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
連

携
し
て
お
受
け
し
ま
す
。
ひ
と
り
で

悩
ま
な
い
で
、
一
緒
に
解
決
の
糸
口

を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
！

日
時　
月
～
金
曜
日
の
午
前
10
時
～

午
後
５
時

※
相
談
は
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
徳
島
南
部
ラ
イ
フ

市
民
の
情
報
ひ
ろ
ば
へ
の
掲
載
に
つ
い
て

　

秘
書
広
報
課
へ
原
稿
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。（
メ
ー
ル
可
）

　

広
報
あ
な
ん
６
月
号
掲
載
の
原

稿
締
切
日
は
、
４
月
27
日
㈮
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
秘
書
広
報
課
へ

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
☎
24

−

９
５

０
１
）
へ

相
談若

年
無
業
者
移
動
相
談
室

　

職
業
訓
練
も
通
学
も
し
て
い
な
い

若
年
無
業
者
の
就
職
面
な
ど
の
悩
み

に
関
す
る
出
張
相
談
室
（
予
約
制
）

を
開
設
し
ま
す
。

日
時　
４
月
19
日
㈭  

午
後
１
時
～

５
時

場
所　
文
化
会
館
１
階　

工
芸
室

相
談
員　
徳
島
県
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
勤
務
ス
タ
ッ
フ

問
い
合
わ
せ
は　
徳
島
県
若
者
サ
ポ

ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
☎
０
８
８

−

６
０
２

−

０
５
５
３
）
へ

○第５回西日本生涯還暦野球大会
　14日㈯～15日㈰　アグリあなんスタジアム
　　阿南市市民グラウンド（新野・福井・羽ノ浦）
　　中浦緑地グラウンド（橘町）
　　豊饒の杜グラウンド（那賀町）
　　日和佐グラウンド（美波町）
○野球観光ツアー
　29日㈰　レッドタイガース(大阪府) 
　　アグリあなんスタジアム
問い合わせは　野球のまち推進課（☎22−1297）へ

４
月
の
日
程

球
場
へ

行
こ
う
！

光のまちステーションプラザ
４月の催し

　■展示コーナー　10:00〜20:00

おばあちゃんの手作り展	 3日㈫～15日㈰
三人三様展　	 17日㈫～30日㈷
※初日と最終日は開催時間が異なります。

■体験会

古布を使ったマカロン型コインケース作り
21日㈯　13:30～15:30
【参加費】500円　【定員】10人　
【申込締切日】20日㈮
【持ってくる物】裁縫道具

阿波踊り活竹人形作り、星形あんどん作り、
カルチャー講座を常時開催中！

問い合わせは　光のまちステーションプラザ
　　　　　　　（☎24−3141）へ

開催日 試合開始 対　戦　カ　ー　ド

６日㈮
  9：00 Ｊ Ｒ 九 州　−　日 本 新 薬
11：30 四 国 銀 行　−　王 子 製 紙
14：00 ＮＴＴ西日本　−　ツ ネ イ シ

７日㈯
  9：00 ワイテック　−　ＪＸ－ＥＮＥＯＳ
11：30 三菱重工広島　−　Ｊ Ｒ 九 州
14：00 日 本 新 薬　−　ＮＴＴ東日本

８日㈰
  9：00 王 子 製 紙　−　ＮＴＴ西日本
11：30 三菱重工長崎　−　ワ イ テ ッ ク
14：00 Ｊ Ｒ 四 国　−　ＪＸ－ＥＮＥＯＳ

　日本野球連盟四国地区連盟が主催する社会人野球大会
が、アグリあなんスタジアムで初めて開催されます。日
本最高峰の社会人野球 12チームによる白熱した試合を
観戦しませんか。

問い合わせは　日本野球連盟四国地区連盟事務局　野口
　　　　　　　（☎090－1570－1559）へ

日　時　4月６日㈮～８日㈰　※雨天順延
場　所　アグリあなんスタジアム

入場
無料
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子
育
て
ひ
ろ
ば

つ
ど
い
の
広
場
・

す
く
す
く
in
阿
南

　

子
育
て
相
談
や
子
ど
も
と
保
護
者

間
の
交
流
の
場
で
す
。

時
間　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

11
日
㈬　

桑
野
公
民
館

13
日
㈮　

新
野
公
民
館

18
日
㈬　

長
生
公
民
館

25
日
㈬　

福
井
公
民
館

27
日
㈮　

加
茂
谷
公
民
館

　

ひ
ま
わ
り
会
館
す
こ
や
か
ル
ー
ム

で
の
開
催
は
３
日
㈫
・
６
日
㈮
・
10

日
㈫
・
17
日
㈫
・
20
日
㈮
・
24
日
㈫

で
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
こ
ど
も
課
（
☎
22

−

１
５
９
３
）
へ

ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン

の
投
与

日
時　
4
月
18
日
㈬　

午
後
１
時
30

分
〜
２
時

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館

持
っ
て
く
る
も
の　
母
子
健
康
手
帳
、

予
診
票

対
象
者　
生
後
3
カ
月
か
ら
生
後
90

カ
月
に
至
る
ま
で
の
間
に
あ
る
子

※
料
金
は
無
料
で
す
。

※
１
回
目
と
２
回
目
の
間
隔
は
、
６

週
間
以
上
あ
け
て
受
け
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

−

１
５
９
０
）
へ

予防接種のお知らせ

　事前に「予防接種と子どもの健康」を読んで、お子さまの体調の
よいときに接種を受けてください。（保護者同伴のこと）
　転入された方、予診票をなくされた方は、保健センターで再発行
しますので、母子健康手帳をご持参ください。　
問い合わせは　保健センター（☎22－1590）へ

■定期の予防接種

予防接種名 期別 対　　　象　　　者 接種期間 接種場所

MR

（麻しん風しん混合）

１期 生後12カ月から生後24カ月に至るまでの間にある方 通　年

委託医療機関

２期

５歳以上７歳未満の者であって、小学校就学始期に達す

る日の１年前の日から当該始期に達する日の前日までの

間にある方（いわゆる年長児）
平成25年

3月31日

まで３期 中学１年生に相当する年齢の方

４期 高校３年生に相当する年齢の方

三種混合

( ジフテリア・百日せき・

破傷風） 

１期 生後３カ月から生後 90 カ月に至るまでの間にある方

通　年
二種混合

( ジフテリア・破傷風）
２期 11歳以上13歳未満の方

日本脳炎 １期
生後６カ月から生後 90 カ月に至るまでの間にある方

９歳以上13歳未満の者で初回接種ができていない方

ＢＣＧ 生後３カ月から生後６カ月に至るまでの間にある方　

ポリオ 生後３カ月から生後 90 カ月に至るまでの間にある方 毎月の指定日 ひまわり会館

■任意の予防接種

予防接種名 対　象　者 接種期間 接種場所

ヒブ（Ｈｉｂ）ワクチン
生後２カ月から４歳の乳幼児 通　年

委託医療機関

小児用肺炎球菌ワクチン

子宮頸がん予防ワクチン

中学１年生に相当する年齢の女子

平成25年
３月31日

まで

経過措置として、中学２年生から高校２年生に相当する年齢の
女子。ただし高校２年生については平成24年３月31日までに
１回目または２回目を接種できている方に限り対象とします。
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　子どもの遊びが盛り上がっている時に、「かたづけ

をしなさい」と言っても、「まだ遊んでいる」という

ことばが返ってきます。

　まだ遊びが継続している時は、まずどのような思い

で子どもが遊んでいるのかを探りましょう。そして、

遊びのピークが過ぎた頃を見計らって、「おやつにす

るから、かたづけよう」と次の行動への見通しを持た

せて声をかけるのがコツですよ。

　また、「いっしょにかたづけ競争をしよう」と誘い、

遊び感覚で楽しくかたづけたり、かたづけやすい収納

の工夫も子どもの意欲を高めます。

　その後は、「○○ちゃんがかたづけてくれたから、

きれいになって気持ちいいね。」と、かたづけができ

たことを十分に認めていくことが大切です。

学校教育課　

− かたづけを工夫しよう −

子育て一言メモ

地
域
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー

　

お
子
さ
ん
が
す
こ
や
か
に
成
長
す

る
こ
と
を
願
い
、
育
児
を
支
援
し
て

い
ま
す
。
４
月
６
日
㈮
よ
り
無
料
で

施
設
を
開
放
し
て
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
遊
び
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

（
羽
ノ
浦
さ
く
ら
保
育
所

　
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
）
☎44−
5059

日
時　
平
日　

午
前
９
時
〜
午
後
２
時

10
日
㈫　

お
話
を
聞
こ
う

17
日
㈫　

防
災
グ
ッ
ズ
を
作
ろ
う

24
日
㈫　

お
誕
生
会

う
た
っ
て
あ
そ
ぼ
う　
13
日
㈮
・
20

日
㈮
・
27
日
㈮

　

楽
し
い
手
遊
び
や
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
を
し
ま
す
。

お
弁
当
タ
イ
ム　
午
前
11
時
45
分
〜

　

お
弁
当
持
参
で
楽
し
く
食
べ
て
い

ま
す
。参
加
は
自
由
で
す
。

に
こ
に
こ
ひ
ろ
ば

（
今
津
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
）
☎42−
0720

日
時　
平
日　

午
前
９
時
30
分
〜
午

後
３
時

10
日
㈫　

は
じ
め
ま
し
て
、
よ
ろ
し

く
ね　
　

17
日
㈫　

お
話
の
ポ
ケ
ッ
ト

24
日
㈫　

お
誕
生
会

ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば

　
　
　
　
　（
橘
保
育
所
）
☎27−
1441

日
時　
平
日　

午
前
８
時
30
分
〜
正

午
・
午
後
2
時
30
分
〜
４
時

10
日
㈫　

み
ん
な
で
遊
ぼ
う

17
日
㈫　

お
話
い
っ
ぱ
い

24
日
㈫　

お
誕
生
会

な
か
よ
し
ひ
ろ
ば

（
平
島
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
）
☎21−
2002

日
時　
平
日　

午
前
９
時
〜
午
後
２
時

10
日
㈫　

お
話
の
ポ
ケ
ッ
ト

17
日
㈫　

み
ん
な
で
遊
ぼ
う

24
日
㈫　

お
誕
生
会

お
ひ
さ
ま
ひ
ろ
ば

日
時　
平
日　

午
前
９
時
〜
午
後
４

時２
日
㈪　

英
語
で
遊
ぼ
う

６
日
㈮　

高
齢
者
と
の
ふ
れ
あ
い
会

９
日
㈪　

発
育
計
測
・
健
康
相
談

16
日
㈪　

発
育
計
測

19
日
㈭　

お
誕
生
会

26
日
㈭　

こ
い
の
ぼ
り
制
作

27
日
㈮　

お
話
こ
ろ
り
ん

※
行
事
に
よ
っ
て
は
有
料
・
事
前
の

申
し
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
那
賀
川
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
８
８
５

−

38

−

１
１
６
３
）
へ

健康いきいき情報

成
人
用
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す

　

成
人
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
を
希
望
さ
れ
る
方
に
、
１
回
の
み

接
種
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
任

意
で
す
。

対
象
者　
満
75
歳
以
上
の
方
（
接
種

日
に
阿
南
市
に
住
所
登
録
の
あ
る

方
）
で
、
過
去
５
年
以
内
に
同
ワ
ク

チ
ン
接
種
を
受
け
て
い
な
い
方

実
施
期
間　
4
月
1
日
㈰
～
平
成
25

年
3
月
31
日
㈰

助
成
額　
２
千
円
（
生
活
保
護
受
給

者
の
方
は
７
５
０
０
円
）

※
各
医
療
機
関
の
定
め
る
接
種
費
用

か
ら
、
助
成
額
を
差
し
引
い
た
額
を

医
療
機
関
に
お
支
払
い
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

助
成
を
受
け
る
に
は　
保
健
セ
ン
タ

ー
ま
た
は
支
所
・
住
民
セ
ン
タ
ー
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
生
活
保
護
受
給
者
の
方
は
、
申
請

時
に
生
活
保
護
受
給
者
証
を
提
示
し

て
く
だ
さ
い
。

接
種
場
所　
市
内
の
指
定
医
療
機
関

※
予
約
が
必
要
で
す
。

※
指
定
医
療
機
関
に
つ
い
て
は
、
か

か
り
つ
け
医
、
ま
た
は
保
健
セ
ン
タ

ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ご
注
意
く
だ
さ
い　
阿
南
市
外
の
医

療
機
関
で
接
種
し
た
場
合
は
、
助
成

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
は　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

−

１
５
９
０
）
へ

４月の献血実施一覧（※400㎖のみ実施）
実施日 採血場所 所在地 採血時間

11日㈬ 日本電工㈱徳島工場 橘　町 13：30〜16：00

19日㈭ フジグラン阿南 領家町
10：00〜12：30

14：00〜16：30

問い合わせは　
徳島県赤十字血液センター（☎088-631-3200）へ
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4 月 地区 時　　間 場　　　　所

19
日
㈭

見
能
林

  9:20〜  9:40 旧 才 見 分 館 前
  9:50〜10:10 中 林 町 杉 本 商 店 前
10:20〜10:40 中 林 分 館 前
10:50〜11:10 北 の 脇 石 油 裏 の 庵
11:20〜11:50 見 能 林 公 民 館
13:00〜13:30 林 崎 正 八 幡 神 社
13:40〜14:10 大 潟 分 館 前
14:30〜15:00 津 乃 峰 分 館 前

20
日
㈮

椿
・
椿
泊
・
橘

  9:30〜  9:40 働 々 バ ス 停 前
  9:50〜10:00 上 地 消 防 詰 所 前
10:10〜10:30 椿 住 民 セ ン タ ー
10:40〜10:50 小 吹 川 原 バ ス 停 前
11:00〜11:10 椿 泊 連 絡 所 前
13:00〜13:20 鵠 分 館 前
13:30〜13:40 海 正 八 幡 神 社 前
13:50〜14:10 橘 町 総 合 セ ン タ ー
14:20〜14:30 旧 橘 小 学 校 前
14:40〜14:50 勤 労 者 体 育 セ ン タ ー

23
日
㈪

加
茂
谷

  9:30〜  9:50 お 松 権 現
10:00〜10:10 水 井 集 会 所 前
10:20〜10:30 細 野 橋 北 詰
10:40〜10:50 農 協 大 井 支 所 前
11:00〜11:10 十八女コミュニティセンター前
11:20〜11:40 深瀬コミュニティセンター前
13:00〜13:20 楠 根 消 防 格 納 庫 前
13:30〜13:50 加 茂 谷 総 合 セ ン タ ー
14:00〜14:10 熊 谷 町 集 会 所 前

24
日
㈫

新
　
野

  9:30〜10:00 新 野 旧 家 畜 診 療 所
10:10〜10:50 東 重 友 集 会 所 前
11:00〜11:30 新 野 住 民 セ ン タ ー
13:00〜13:20 久 田 橋 東 詰
13:30〜13:40 新 野 西 小 学 校 前
13:50〜14:10 農 協 徳 信 集 荷 場 前
14:30〜14:40 新 富 集 会 所 前
14:50〜15:10 生 谷 バ ス 停 前

26
日
㈭

宝
田
・
中
野
島

  9:20〜  9:40 石 本 秀 松 園 前
  9:50〜10:20 宝 田 公 民 館 前
10:30〜10:40 阿南バッテイングセンター横
10:50〜11:00 中 原 八 幡 神 社
11:10〜11:30 上 中 分 館 前
13:00〜13:10 南 島 八 幡 神 社
13:20〜13:30 王 子 神 社
13:40〜14:00 柳 島 老 人 ル ー ム
14:10〜14:40 横 見 消 防 詰 所 前
14:50〜15:00 横 見 児 童 遊 園 前

27
日
㈮

富
　
岡

  9:20〜  9:40 黒 津 地 八 幡 神 社 前
  9:50〜10:10 王 子 バ ス 停 広 場
10:20〜10:30 住 吉 老 人 ル ー ム
10:40〜10:50 住 吉 町 住 吉 神 社
11:00〜11:20 日開野コミュニティセンター前
13:00〜13:20 西 新 町 木 下 家 具 店 前
13:30〜13:50 阿南青少年健全育成センター前
14:00〜14:20 正 福 寺 入 口
14:30〜14:50 阿 南 ひ ま わ り 会 館

問い合わせは　保健センター（☎22－1590）へ

4 月 地区 時　　間 場　　　　所

５
日
㈭

羽
ノ
浦

  9:30〜  9:50 あ す み が 丘 天 神 神 社
10:00〜10:10 羽ノ浦分団第５班消防詰所前
10:20〜10:30 明 見 集 会 所
10:40〜11:50 岩 脇 選 果 場 前
11:00〜11:20 岩 脇 小 学 校 校 庭
13:00〜13:20 羽 ノ 浦 公 民 館 古 庄 分 館
13:30〜13:50 古 庄 八 幡 神 社
14:00〜14:20 阿 南 市 羽 ノ 浦 支 所

６
日
㈮

羽
ノ
浦

  9:30〜  9:50 春 日 野 中 央 公 園
10:00〜10:20 親 子 ふ れ あ い セ ン タ ー 前
10:30〜10:40 宮 倉 研 修 セ ン タ ー
10:50〜11:10 羽 ノ 浦 神 社 前
13:00〜13:10 野 神 児 童 公 園
13:20〜13:30 羽 ノ 浦 公 民 館 那 東 分 館
13:40〜13:50 羽 ノ 浦 老 人 憩 い の 家
14:00〜14:10 阿 南 市 羽 ノ 浦 支 所

９
日
㈪

那
賀
川

  9:30〜  9:50 阿 南 市 那 賀 川 支 所
10:00〜10:10 芳 崎 市 瀬 商 店 前
10:20〜10:40 那 賀 川 分 団 第 ２ 班 消 防 詰 所
10:50〜11:10 那 賀 川 公 民 館
11:20〜11:30 黒 地 野 上 神 社
13:00〜13:20 八 幡 八 幡 神 社
13:30〜13:40 小 延 日 吉 神 社
13:50〜14:00 島 尻 厳 島 神 社
14:10〜14:20 江 ノ 島 八 坂 神 社
14:40〜14:50 古 津 八 幡 神 社

10
日
㈫

那
賀
川

  9:30〜  9:50 東とくしま農協西原出張所前
10:00〜10:10 大 京 原 会 館
10:20〜10:30 中 島 会 館
10:40〜11:00 那 賀 川 公 民 館 平 島 分 館
11:10〜11:20 赤 池 御 獄 神 社
13:00〜13:20 里 八 幡 神 社
13:30〜13:40 中 島 郵 便 局 前
13:50〜14:00 御 霊 町 御 霊 神 社
14:10〜14:20 東 町 中 島 漁 業 組 合 前
14:30〜14:50 出 島 神 明 神 社
15:00〜15:10 阿 南 市 那 賀 川 支 所

12
日
㈭

福
　
井

  9:20〜  9:40 福 井 駅 前
  9:50〜10:00 福 井 南 小 学 校
10:10〜10:20 長 谷 川 バ ス 停 前
10:40〜10:50 椿 地 集 会 所 前
11:00〜11:20 農 協 後 戸 育 苗 セ ン タ ー
11:30〜11:40 大 宮 八 幡 神 社 前
13:00〜13:30 福 井 町 総 合 セ ン タ ー
13:40〜14:00 内 歩 教 育 集 会 所 前
14:10〜14:20 湊 集 会 所

16
日
㈪

桑
　
野

  9:30〜  9:40 阿 瀬 比 八 幡 神 社
  9:50〜10:20 山 口 分 館 前
10:30〜11:00 川 西 集 会 所 前
11:10〜11:40 桑 野 駅 前
13:00〜13:30 浦 の 内 集 会 所 前
13:40〜13:50 岡 元 住 宅 入 口
14:00〜14:30 大 地 田 村 商 店 前
14:40〜15:00 成 松 集 会 所 前

17
日
㈫

長
生
・
大
野

  9:30〜  9:50 西 方 大 将 軍 神 社 前
10:00〜10:10 三 倉 玉 泉 寺 前
10:20〜10:40 明 谷 農 協 倉 庫 前
10:50〜11:10 長 生 住 民 セ ン タ ー
11:20〜11:30 長 生 隣 保 館 前
13:00〜13:20 下 大 野 八 幡 神 社 前
13:30〜14:00 大 野 住 民 セ ン タ ー
14:10〜14:20 大 野 隣 保 館 前
14:30〜14:40 中 大 野 分 館 前
14:50〜15:00 上 大 野 八 幡 神 社 前

届け出が必要です

　生涯登録を済ませた飼い犬が死亡したとき、犬の所在

地・飼い犬が変わったときなどは届け出が必要です。

　飼い犬は、登録（生涯１回）と毎年１回の狂犬病予防注射が義務づけられています。

　次の日程で犬の登録と予防注射を行っていますので、犬を飼っている方は、最寄りの

場所に必ずお出かけください。　■料金6,000円（登録3,000円、注射3,000円）

犬の登録と予防注射のお知らせ
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　春は花見の季節。今年も市内各地で桜を愛
でるさまざまイベントが催されます。さて、
阿南市内を旅すると桜の多さに驚きます。幾
重にも連なる桜並木から情緒あふれる一本桜

まで、その趣もさまざま。「広報編集長の小窓（市ホームペ
ージの広報サイト）」では、地域で愛される桜を「阿南の桜旅」
と題して紹介しています。ふるさと阿南の春を彩る桜景色を
ご堪能ください。また、４月号の折込チラシでは「阿南風景
百選」の作品を募集しています。四季を通じてさまざまな表
情をみせてくれる阿南の風景を１枚の写真に切り取って、後
世に残しませんか。皆様からの多数のご応募をお待ちしてい
ます。（山田）

編集室の

窓

４月の休日・夜間診療

●休日昼間　午前９時〜午後５時

日 医療機関名 所在地 問い合わせは
1 阿南医師会中央病院内 宝 田 町  ☎22−1313

８ 岸医院 富 岡 町 ☎23−0272

15 阿南医師会中央病院内 宝 田 町  ☎22−1313

22 木下産婦人科内科医院 学 原 町 ☎23−3600

29 村上内科外科医院 那賀川町 ☎42−3110

30 島内科眼科医院 富 岡 町 ☎22−1147

※市内の休日医療機関は、変更される場合がありますので、
　阿南市医師会（☎22−1313）までお問い合わせください。

●夜間（毎日）の当番　午後5時〜11時
市内の医療機関または阿南医師会中央病院内
※阿南市医師会（☎22−1313）までお問い合わせください。

●小児救急医療体制
24時間365日徳島赤十字病院が小児救急患者を受け入れています。

（事前の電話連絡は不要です。）

軽症でも急いで治療の必要がある場合、市内の医療機関で受診

できます。

４月の市税

問い合わせは　納税課（☎22−1792）　
税務課（☎22−1114）へ

〜 市税の納付は口座振替が安全で便利です 〜

■固定資産税（第１期、全期）
■軽自動車税（全期）
　納期限は、５月１日㈫です。納め忘れのないようにしましょう。

市税日曜相談窓口（市役所1階納税課）
４月29日㈰　8:30〜17:00

４月の相談日
日 　開催日　　 時 　時間

所 　場所　　　 問 　問い合わせ先

法律相談（要予約）	 ５日㈭・19日㈭

時 　13:30〜16:30　　 所 　市役所１階　市民相談室
問 　市民生活課　☎22−1116

※５月の予約は４月２日㈪から受付。

行政相談　　　　　	 10日㈫・24日㈫

時 　9:30〜11:30　　 所 　市役所１階　市民相談室

問 　市民生活課　☎22−1116

登記相談　　　　　	 27日㈮

時 　14:00〜16:00　　 所 　ひまわり会館

問 　市民生活課　☎22−1116

消費生活相談	 　　　　平日開館

時 　9:30〜16:30　　  所 　消費生活センター

問 　消費生活センター　☎24−3251

特設人権相談	 　　　　　４日㈬

時 　13:30〜16:00　　

所 　加茂谷公民館・羽ノ浦地域交流センター

問 　人権・男女参画課　☎22−3094

人権相談　　　　　　	 　20日㈮

時 　13:30〜16:00　　 所 　ひまわり会館１階

問 　人権・男女参画課　☎22−3094

女性の生き方なんでも相談（要予約）

日 　3・10・17・24日　	 時 　13:00〜17:00

日 　13・27日　	 時 　13:00〜16:00

所 　市民会館２階　相談室

問 　男女共同参画室分室　☎22−0361

年金相談（要予約）　　　　　　	 今月はありません

時 　9:00〜15:30　　　 所 　市商工業振興センター

問 　徳島南年金事務所　☎088−652−1511
※５月の相談日は10日㈭です。相談は１カ月前から電話に
よる完全予約制となっています。

健康相談　　　　　　	 　　６日㈮

時 　10:00〜11:00　　 所 　ひまわり会館

問 　保健センター　☎22−1590

栄養相談（要予約）	 　　19日㈭

時 　10:00〜11:00　　 所 　ひまわり会館

問 　保健センター　☎22−1590

子育て家庭教育来所相談　　　　　　	 ８日㈰

時 　9:00〜12:00　　 所 　富岡公民館

問 　教育委員会生涯学習課　☎22−3391

子育て家庭教育電話相談窓口　　　　　　	

日 　月曜日〜金曜日（祝日除く）　 時 　9:00〜12:00

問 　子育て家庭教育支援チーム　☎42−3885

心配ごと相談	 ２日㈪・９日㈪・16日㈪・23日㈪

時 　10:00〜15:00

所 　市民会館内社会福祉協議会

問 　社会福祉協議会　☎23−7288

スポーツ施設４月の休館日
サンアリーナ 2・9・16・23日

那賀川スポーツセンター 4・11・18・25日

羽ノ浦総合国民体育館 2・9・16・23日

羽ノ浦健康スポーツランド 2・9・16・23日

人口と世帯数

人口 77,197人（−71）
（男）37,227人（−39）

（女）39,970人（−32）

世帯数 29,500世帯（−10）

※平成24年２月末日現在
　 (　 )内は前月対比
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か
つ
て
、
榊
神
社
の
境
内
に
は
農
村
舞
台
が
あ
り
、
藤ふ
じ

原わ
ら

惣そ
う

之の
じ
ょ
う
ざ

烝
座
（
通
称
：
山
口
座
）
に
よ
る
人
形
浄
瑠
璃
芝
居
が
盛
ん

に
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
始
ま
り
は
天
保
年
間
（
お
よ
そ
１
８

０
年
前
）、
地
元
の
農
民
が
奉
納
す
る
「
地
芝
居
」
で
は
最
も

古
い
形
式
と
さ
れ
る
。
現
存
す
る
62
体
の
木
偶
人
形
は
、
市
の

有
形
民
俗
文
化
財
に
も
指
定
さ
れ
、
阿
波
木
偶
文
化
の
足
跡
と

先
人
た
ち
の
思
い
を
今
に
伝
え
て
い
る
。

　

戦
後
、
娯
楽
の
多
様
化
や
テ
レ
ビ
の
普
及
な
ど
で
山
口
座
の

活
動
は
衰
退
し
た
が
、
数
人
の
有
志
に
よ
っ
て
三
番
叟
だ
け
は

継
承
さ
れ
た
。
昭
和
60
年
頃
か
ら
は
榊
神
社
敬
神
婦
人
会
も
加

わ
り
再
興
に
力
を
注
ぐ
。
２
年
前
に
は
山
口
座
木
偶
保
存
会
に

受
け
継
が
れ
、
12
人
の
有
志
が
妙
技
に
磨
き
を
か
け
て
い
る
。

「
あ
り
が
た
い
舞
だ
か
ら
喜
ん
で
や
り
な
さ
い
」。
先
輩
の
教
え

を
胸
に
稽
古
に
励
む
姿
は
、
凛
と
し
て
美
し
い
。

　

天
下
泰
平
・
家
内
安
全
・
五
穀
豊
穣
の
願
い
を
込
め
て
奉
納

さ
れ
る
三
番
叟
。
春
秋
の
例
祭
で
は
、
こ
う
し
た
農
村
文
化
の

風
情
も
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。
浄
瑠
璃
は「
き
れ
い
な
宝
石
」

の
意
。
そ
の
美
し
さ
に
魅
せ
ら
れ
、
そ
れ
を
魅
せ
る
人
々
の
き

ら
き
ら
と
輝
く
笑
顔
は
、
ま
さ
に
地
域
の
宝
。

榊
神
社
の
境
内
は
、
地
域
文
化
の
発
祥
の
地

山
口
座
の
三
番
叟
も
こ
こ
で
歴
史
を
重
ね
て
き
た

い
つ
の
時
代
も
変
わ
ら
ぬ
郷
土
芸
能
へ
の
敬
愛
心
は

世
代
を
超
え
て
し
っ
か
り
と
受
け
継
が
れ
て
い
る

山
口
座
木
偶
保
存
会（
山
口
町
）

〜
地
域
の
宝
〜

ぶらりまち紀行

ふるさと「阿南市」のすばらしい魅力を再発見阿南 第69回


